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１ 意見募集実施の概要 

(1) 意見募集期間 

平成 21（2009）年 2 月 10 日～同年 3 月 11 日までの 30日間 

(2) 意見募集方法 

素案の閲覧、素案概要版の配布、ホームページへの掲載により市民の皆さん

のご意見を募集しました。 

(3) 資料配布場所、配布数 

市役所本庁舎や区役所、まちづくりセンター、区民センター・地区センター

等のほか、市民活動サポートセンターやボランティア研修センターなど 158 か

所で合計 2,500 部配布しました。 

 

２ 意見者数等 

(1) 意見者数  47 名 

(2) 意見数     108 件 

 

３ 年代別・媒体別回答件数集計 

   

FAX・郵送 メール 合計 

年代 

件

数 構成比（％） 

件

数 構成比（％） 

件

数 構成比（％） 

～10 代 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

20 代 10 27.8% 2 18.2% 12 25.5% 

30 代 3 8.3% 3 27.3% 6 12.8% 

40 代 4 11.1% 2 18.2% 6 12.8% 

50 代 4 11.1% 1 9.1% 5 10.6% 

60 代 4 11.1% 0 0.0% 4 8.5% 

70 代 4 11.1% 0 0.0% 4 8.5% 

80 代～ 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

不明 7 19.4% 3 27.3% 10 21.3% 

合計 36 100.0% 11 100.0% 47 100.0% 

 

（仮称）札幌市市民まちづくり活動促進基本計画（素案）に関して札幌市民の皆様から

ご意見をいただくために、平成 21 年 2 月 10 日～3 月 11 日までの 30 日間、パブリックコ

メントを実施いたしました。 
いただきましたご意見の概要とそれに対する札幌市の考え方をご報告いたします。 
なお、お寄せいただきましたご意見につきましては、趣旨を変更しない程度に取りまと

め、意見の概要として示しておりますことをご了承ください。 
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４ 意見の内訳 

 

本編の構成 意見数 割合 

1 基本計画策定の背景 ０ 件 0% 

2 基本計画の基本的な視点 １ 件 0.9% 

3 市民まちづくり活動の現状と課題 ５ 件 4.6% 

4 基本計画の構成 ０ 件 0% 

5 計画の基本目標 ５ 件 4.6% 

6 市民まちづくり活動促進に関する施策と方針 ２１ 件 19.4% 

7 計画を推進するための重点施策 ３８ 件 35.2% 

8 計画全般 ２９ 件 26.9% 

9 その他 ９ 件 8.4% 

 １０８ 件 100.0% 

 

５ 意見への対応 

意見全体として、計画に対する否定的なものは少なく、内容に対する賛同的かつ

前向きな意見が多かった。 

また、計画素案における個々の項目や施策に対する具体的な意見が多く出されて

おり、そのうちの１２件については計画に反映させ、８箇所を修正・追加すること

とした。 

さらに、８４件については、計画の実施にあたり反映することとした。 

 

分 類 ※件数 割 合 

１ 計画案に反映した意見 １２件 9.5% 

２ 計画の実施にあたり反映する意見 ８４件 66.1% 

３ 計画案に反映できなかった意見 ９件 7.1% 

４ その他意見等 ２２件 17.3% 

 １２７件 100.0% 

※ 一つの意見で複数の分類にあてはまるものがあるため、意見数（１０８件）とは一致し

ない。 
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６ 意見の概要とそれに対する札幌市の考え方 

 

※項目の番号は、ご意見を内容別に分類整理するために、便宜的につけたものです。 

2 基本計画の基本的な視点 

項目 意見の概要 札幌市の考え方 

1 

「市民一人ひとりが自己表現する場を提供するこ

とにより、市民がより豊かな生活を送ることができる

よう後押しをする」というような要素は考慮されてい

ないのでしょうか？「まちづくり活動」が社会発展の

ためのツールとしてのみ、とらえられているような印

象を受け、なんだか窮屈な感じがします。 

計画は、市民まちづくり活動の自主性・自発性

を尊重しつつ、自己表現活動を含めた様々な活動

を総合的に支援する趣旨を有しています。また、

気軽な参加や個人の自己表現にも配慮してまいり

ます。 

 
3 市民まちづくり活動の現状と課題 

項目 意見の概要 札幌市の考え方 

2 

「④まちづくり活動の捉え方にギャップ」に、まち

づくり活動の印象を「わからない」と答えた意見が５

割というのは、そもそも「まちづくり活動」とは何な

のか？ということの共通点理解が市民にないという

ことではないでしょうか。促進条例２条でなされてい

る市民まちづくり活動」の定義自体、幅広い活動をま

ちづくり活動の範囲に入れたいがために非常に曖昧

なものとなっており、一般的に用いられることの多

い、例えば「ボランティア活動」との差異が分かりに

くく、「市民まちづくり活動」という名称が活動への

心理的ハードルを高めるという結果になっていると

推測されます。他のより適切な名称や親しみやすい名

称を検討する、市民まちづくり活動の範囲を狭める

（明示する）、何がまちづくり活動なのかわかりやす

く継続的に市民に提示していく等が必要ではないで

しょうか。 

3 

まちづくりに対する市民の意識が高いとは言えな

い状況ではあるため、今後どんどん情報発信をして、

まちづくりへの関心を高めていく必要があると思い

ます。 

「市民まちづくり活動」は、ご指摘の点を踏ま

え、どなたにでも気軽に取り組めるものであると

いうことを多くの市民の方々に理解いただけるよ

うにするため、市の広報やホームページなどで情

報発信することはもとより、各種イベントなどを

通じて、さらに、広報に努めてまいります。 

なお、ご意見を踏まえまして、計画書作成時に、

「市民まちづくり活動」について、イラストや事

例を用いて分かりやすく表示し、条例の定義を理

解できるよう配慮いたします。 

4 

住民自身のニーズに合致したコミュニティ活動が

確立されれば、住民も積極的になり、コミュニティの

参加も増加すると思います。住民のニーズを把握する

ためには、町内会単位などの地域に根ざしたコミュニ

ティの存在が重要に思います。行政サイドとしては、

こういったコミュニティの下支えも今後も続けてい

く必要があると思います。 

札幌市では、各地区に８７カ所のまちづくりセ

ンターと５６カ所の地区会館を整備し、これらを

活動拠点として、まちづくり活動の機会の充実や

まちづくりに必要な情報の積極的な提供、まちづ

くり活動を行う団体間の連携促進などを行なうと

ともに、町内会・自治会活動やボランティア活動

などの市民まちづくり活動を支援しております。 

また、町内会・自治会活動への直接的な支援と

して、①地域における住民組織の自主的な運営及

び活動を支援する「札幌市住民組織助成金」の交

付、②住民組織の活動拠点となる町内会館整備を

支援する「札幌市民集会施設建築費補助金」の交

付、③市民集会施設用地の取得等を支援する「札

幌市市民集会施設用地購入資金貸付」の斡旋を行

なっており、今後も市民が主役のまちづくりを進

めるため、これらの支援を継続して実施してまい

ります。 
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5 

市民まちづくり活動の現状と課題を十分に分析し

ないとこの基本計画は、成り立たないと思う。この基

本計画を担うであろう札幌市民が、まちづくりにどの

ような思いを抱いているか、まず掌握することが大

切。それには、実際、市民に近い存在である、まちづ

くりセンターの職員、札幌市議会議員などからの情報

がないように思う。この人たちが本気にならないと

「市民目線のまちづくり」は、できないように思う。

如何に市民にこの基本計画に参加してもらうか、また

市民の求めているまちづくりをもっと知恵を絞って、

調査、研究して欲しい。それに基づいて、どの政策が

有効なのか、見極めて、単年度ではなく、数年度を見

据えた政策を計画、実行して欲しい。 

この計画は、各種市民アンケートや活動する団

体への聞き取り調査、活動団体の代表や公募委員

で構成する「市民まちづくり活動促進テーブル」

（審議会）などの意見などを踏まえてまとめてお

ります。 

計画事業の実施にあたっては、今後とも、アン

ケート調査や地域で活動されている方々の生の声

を聞く機会の設定など、様々な機会を設けて、市

民ニーズをしっかり把握してまいります。 

また、この基本計画の趣旨を理解していただき、

より多くの市民にまちづくりに参加していただけ

るようにするため、計画について札幌市の広報や

ホームページなどで情報発信することはもとよ

り、各種イベントなどを通じて、広くお知らせし

てまいります。 

なお、この計画に計上している重点施策は 21

年度から概ね５年間で実現することとしているも

のでありますので、この期間内に着実に計画の内

容を実現してまいります。 

6 

課題の中で、以下３点の問題について 

・担い手不足 

・関心のない人も 

・意欲があってもきっかけがないと実際の参加に結

びつかない 

この解決のためには、以下の３点が重要と考えられま

す。 

・多様な人々に参加してもらう 

・本人に関心がなくとも、所属している組織が参加

することで強制的に機会を持つ 

・きっかけとなる場を用意する 

日常的にまちづくり活動に参加できる主婦、退職者の

高齢者および学生というあたりに限られ、その中でも

実際に参加しているのは特にまちづくりに興味のあ

る一部の人という構造ではないでしょうか。 

参加を促進するターゲットとまちづくりに参加する

にあたっての問題として、特に以下が考えられます。 

○現代の勤労者 

・参加する意欲があったとしても、日中勤務してい

るため昼の活動には参加する時間的余裕もなく、夜

間や休日の参加は負担感が大きいこと。 

・意欲がない場合、そもそもまちづくりに関わる期

間がないため、関心も持ちづらいこと。 

○団塊世代 

・まちづくり参加のきっかけがないこと。 

・まちづくりに携わるために他の市民と、これまで

の人生とは異なる形で関わらなくてはならないこ

と。 

・それなりの役職に就かれていた方にとって、新入

りとしてまちづくり活動に参加させてもらうこと

は心構えできていないと難しい。 

○低年齢もしくは関心の低い学生 

・子供が単独でまちづくり活動に参加することは難

しいこと。 

・親に興味がなければ、子供が自発的に参加するこ

とは期待できない。 

・大学生でも関心のある人はまちづくりに携わって

いるでしょうが、関心のない人にとっては遠い世界

の話です。 

ご指摘にあります、３つの点につきましては、

私どもといたしましても、大きな課題であると考

えているため、計画では、多くの市民のまちづく

りへの参加促進を目標の１つに掲げております。 

その対応策といたしましても、ご指摘にあるよ

うな視点は非常に有効であると考えておりまし

て、具体的にご提案いただいた内容も含め、重点

課題１に掲げているさまざまな取り組みを実施す

ることといたしております。 

また、ご提案にございますような、勤労者、団

塊の世代、子どもなど、対象を絞っての広報も大

切なことであると考えますので、ご提案を踏まえ

まして、ホームページやパンフレット、チラシな

どさまざまな手法を活用して、実施してまいりま

す。 
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5 計画の基本目標 

項目 意見の概要 札幌市の考え方 

7 

「まちづくりの札幌スタイル」は、成果はなかなか

目に見えにくいものかと思います。まちづくりに参加

してよかったとか、社会貢献は有益であったとか、住

民や企業が満足を得ながら、最終的には札幌市民で良

かったと思えるものになっていければ良いなとおも

います。 

ご指摘のような状況が実現できるよう、計画を

着実に推進してまいります。 

そのためにまずは自分のできることから始めて

いただき、まちづくり活動の輪が広がることによ

り、市民同士が支え合うまちを実現してまいりま

す。 

8 

目標（1）：多くの市民のまちづくりへの参加促進を、

多くの市民や人々のまちづくりへの参加促進として

はどうか。 

札幌市自治基本条例の前文にも、日本各地から移り

住んできた人たちとが、それぞれの伝統と文化を紡

ぎ、はぐくみながら、外国の先進の英知を取り入れて、

北方圏の拠点都市として飛躍的な発展を遂げてきま

した。とありますので、外知の結集がまちづくりには

必要と思いました。 

具体的には、ホームページ上で市外の国民や外国人

からの意見や要望を広く集め、まちづくりの参考にし

ます。 

理由は、札幌の出身者やゆかりのある方の住んでい

てここが他の都市と異なるといった意見や、札幌愛の

ある識者の外から札幌を見た意見が、参加を広く求め

るまちづくりには必要だと思うからです。また、札幌

市は観光都市なので、訪問者である外国人の意見や要

望は、市民まちづくりの参考になると思います。 

現在の市民団体の活動範囲は、札幌市内に限定され

るものではありませんし、札幌市外や海外の活動団体

や企業と連携もしています。市民まちづくりでは、各

都市の市民団体や外国での先進的な取り組みを、札幌

市が紹介していくことも必要だと思います。もちろ

ん、まちづくりの中心は市民によるものである必要が

あると思います。また、まちづくりの条例は札幌市民

に適用されるため、それに基づく活動計画も札幌市民

のみが対象となっていることが、基本計画の活動範囲

を狭め閉鎖的にしている気がいたしました。基本計画

は、条例のように適用範囲をあえて札幌市民や札幌市

内に限定した内容にしなくてもいいのではと思いま

した。 

 

ご指摘の視点は非常に大切なものと考えており

ます。 

本計画における市民は、札幌市自治基本条例に

おける市民の定義と同様に、札幌市内に住所のあ

る方だけではなく、札幌市内で働き若しくは学ん

でいる方も含めて考えておりますが、ご指摘とお

り市外や諸外国の方々のご意見を札幌市のまちづ

くりに活かすことによって、札幌がより暮らしや

すいまちになっていくことが期待できます。 

したがいまして、こういった方々の意見をどの

ように集めていく方法などについて、しっかりと

検討し、取り組んでまいります。 

 

9 

目標（2）：多種多様な市民まちづくり活動への充実

と発展において、さまざまな団体の活動の活発化は、

町内会の町内会長に党市議会議員とならば市民が主

役のまちづくりも一つの団体の介入であつれきによ

り町内会を支配することもできると懸念されますが、

いかがなのでしょうか。 

町内会・自治会は住民によって組織される任意

団体ですが、通常、その意思決定は総会において

行なわれます。住民活動が活発化し、総会などへ

の積極的な参加が図られ、より多くの住民の意見

や賛否の表明がなされることによって、ご懸念さ

れるような事態は回避できるのではないかと考え

ます。 

10 

４つの中目標について 

市民まちづくり団体の財政基盤の強化を加えては

どうか。 

理由は、現在、多くの市民団体は財政難であるし、

活動を促進するには人、物、金、情報の４つが重要で

あると思うから。 

ご指摘のとおり活動の活発化には、団体の財政

基盤の強化が欠かせないものと考えております。 

このことから、市民まちづくり活動促進条例に

おいては、情報、人材、場、財政の４つの面から

団体を支援することとしておりまして、特に、財

政面につきましては、市民の皆さんの寄附を原資

にして市民まちづくり活動団体に助成を行うため

の「さぽーとほっと基金」を創設いたしました。 

この計画におきましても、基金を活用した財政

的支援を強化することといたしており、「目標

(2)：多種多様な市民まちづくり活動の充実と発



6 

展」の中に資金的支援として位置付け、主に小規

模団体の活動基盤強化をねらいとした助成メニュ

ーの創設などを実施することといたしております

ので、ご理解をお願いいたします。 

11 

4 つの中目標について 

自然環境と調和した札幌市民まちづくり活動の推

進を加えてはどうか。 

理由は、大自然の北海道にある大都札幌でのまちづ

くり活動として、他の都市とは異なる特徴的な目標も

必要と思うから。また、都市部での環境に関する市民

活動は、これからの時代で重視されると思うので。 

 計画の４つの中目標は、分野を問わず市民まち

づくり活動を促進していくために必要な事柄を定

めたものでありますので、ご理解をお願いいたし

ます。 

 なお、ご指摘の点は非常に大切な視点でありま

すので、基本目標の実現に向けて実施する重点施

策の中で取り組んでまいります。 

 

6 市民まちづくり活動促進に関する施策と方針 

項目 意見の概要 札幌市の考え方 

12 

市民ニーズに合わせた多様な活動の場づくりにつ

いて、「初歩から専門的な段階(レベル)別」という言

葉はそぐわないのでしょうか。初歩とは、ボランティ

アをしたことがない人の意味でしょうか、それとも、

看護士や税理士などの資格技術を持たない人の意味

でしょうか。特に専門知識を持たなくても長く続けて

いる人もいれば、市民活動について机上の知識はあっ

ても、経験がなかったり、参加意欲がない人もいます。

自身は低いレベルなのか、高いレベルなのか、と考え

てしまうような言葉は、市民活動の中にはないほうが

嬉しいです。  

この計画の中では、とくに知識や技術がなくて

も気軽に参加できるものを「初歩」、専門的な知

識・技術等が必要なものを「専門的」と表現して

いるものでありますが、ご意見を踏まえまして、

次のように変更させていただきます。 

【修正内容】 

 また、参加する方や活動分野もさまざまです。

例えば、はじめて参加する方、既に参加していて

その活動を深めたい方が混在し、活動したい分野

も福祉、環境、子育て支援など幅広いものがあり

ます。このため、参加する方々のニーズに応じて、

多彩なまちづくり活動の場づくりを進めます。 

13 

地域の多様な交流サロンづくりを推進について、非

常に意味のある事業だと思います。現在、札幌市社会

福祉協議会が、こうしたサロンに対して小額の助成を

行なっていることはとても大切だと思います。助成を

受ける団体は、必然的に情報を公開し、困りごとがあ

れば相談できる関係をもっています。サロン同士の横

のつながりを持つ機会をもっと充実させることで、更

なる効果が期待できるのではないでしょうか。 

いただいたご意見を踏まえて、サロン同士の連

携を深めていただけるよう情報提供の充実を図る

など、地域で取り組まれているサロンなどの活動

がより一層活発なものとなるよう事業を進めさせ

ていただきます。 

14 

総合的な情報支援、IT による交流の仕組みづくり

について、情報発信は｢更新頻度を高く維持すること｣

｢サイトを５年以上は継続させること｣が見込めた段

階で始めていただきたいと思います。 

 ご指摘の視点は非常に大切なことでありますの

で、ご意見を踏まえまして、まちづくりの総合的

な情報発信を行うにあたりましては、多くの市民

の皆さんにご活用いただけるよう、更新頻度の向

上に努めるとともに、情報サイトを活用した情報

発信については、長期間継続してまいります。 

15 

総合的な情報支援、ＩＴによる交流の仕組みづくり

に関して、ＨＰにあった｢市民まちづくり活動促進テ

ーブル｣の会議録を見ていたなかで、日別のイベント

情報がほしいという話が出ていましたが、この趣旨に

即した｢イベントカレンダー｣が、市民活動サポートセ

ンターでも道立市民活動促進センターでも、ＨＰにて

アップされています。どのような情報発信をするかの

方針とともに、現在行われている取り組みを把握し、

必要な改善を図ることとともに、広く利用を呼びかけ

る広報活動の強化をすることが大切かと思います。 

 市民まちづくり活動に関する情報はできるだけ

多く発信されていることが望ましいと考えており

ますので、それぞれの施設ごとの特長を活かしつ

つ、適切に役割分担をするとともに、連携を図り

ながら情報提供に努めてまいります。 

16 

公共・民間施設の有効活用 

この項目を独立させる必要があるか疑問です。｢総

合的な情報支援｣に含めていいのではないでしょか。 

この項目は、市民まちづくり活動を促進してい

くためには、その活動の場の充実を図ることが必

要であるという観点から、独立した項目として整

理しているものです。 

このことから、ご質問の趣旨も踏まえまして、

次のとおり項目名を変更するとともに、記載内容

の充実を図ります。 
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【修正内容】 

(2) 活動の場に関する支援の充実 

身近な地域のコミュニティ施設である区民セン

ターや地区センター等が、市民まちづくり活動団

体の活動の場として、より使いやすくなるよう、

利用制限の緩和などの取り組みを行います。 

また、市民活動サポートセンターについて自由

な交流スペースの更なる有効活用を図るほか、市

民まちづくり活動団体が、公共施設だけではなく、

民間施設も効果的に活用できるよう、施設や会場

に関する情報を一元的に発信していきます。 

17 

「さぽーとほっと基金」の助成メニューの多様化に

ついて、世界的な不況のためもあるが、日本人に寄附

文化が根づいているとは考え難く、基金そのもの財源

が不安である。ドネーション文化を育てる！！ 

札幌市民の活動で利益が生じる事は考えられない

ので「札幌市民一人一人が少額づつでも寄附して支え

あう」気持ちを持たせる事が大切だと思う。 

札幌市の施設等でも、「さぽーとほっと基金」の主

旨を記した募金箱を置いてみてはいかがでしょうか。 

本計画は市民まちづくり活動促進条例に基づき

策定するものですが、ご指摘の寄附文化の醸成は

条例第 13条に掲げる大切な考え方です。 

 これまでもその実現に向け広報活動などさまざ

まな取り組みを行っているところでありますが、

ご意見にあるアイデアも参考に意識の浸透に努め

てまいります。 

18 

｢さぽーとほっと基金｣の助成メニュー多様化につ

いて、｢小規模団体や活動年数が短い団体のニーズに

沿った助成｣のみをするのはなぜでしょうか。これら

の団体の多くが、数年後には組織を解消していたり、

継続していても小規模なままでいて、受益者を満足さ

せられないでいます。もちろん、多様な団体が、それ

ぞれのタイミングとミッションで活動を始めること

はとても大切です。また、どのような団体であっても、

活動年数が短い間に、経済的に身の丈にあった活動手

法を体得していくことが多いと考えられます。この対

象だけ税金を投入するのは、慎重にすべきと思いま

す。 

一方で、この対象とは逆の団体は、営利を目的とし

ていないこと以外は一般企業と変わらないように見

えるところもあり、税の助成対象に入れることを不安

に感じる人もいるのかもしれません。しかし、判断材

料を｢税金を投入するに値するかどうか｣に絞ればお

のずと分かってくるのではないでしょうか。ただ、規

模の違う団体が同じ土俵に立つのは避けるべきで、

｢小規模団体や活動年数が短い団体｣と｢その逆団体｣

の２分野（かそれ以上）に助成対象を広げるのがいい

と思います。 

 市民まちづくり活動を更に活発なものとしてい

くためには、既存団体の活動を促進するとともに、

活動団体自体の増加も図る必要があると考えてい

ます。 

このことから、これまでの助成制度に加えて、

設立間もない団体を支援することにより活動の継

続性を確保することを目的として活動年数が短い

団体に対する新たな助成制度を創設することとし

たものです。 

なお、さぽーとほっと基金に登録できる団体は、

原則として継続して１年以上の活動歴があること

を要件としており、現在でも活動年数が長い団体

は対象となっておりますので、今回の活動期間が

短い団体への助成制度の創設により、｢小規模団体

や活動年数が短い団体｣と｢その逆団体｣の２分野

の制度が出来上がることになります。 

なお、新たな小規模団体向けのメニューでは、

助成にあたって、助成対象団体が活動基盤の安定

化を図れるような講座の受講も合わせて行うこと

により、当該団体の段階的な成長を支援していき

ます。 

19 

活動主体の種類・活動段階に応じた育成支援につい

て札幌市民活動に関する講座は、本当に効果があるの

でしょうか。こうした講座を卒業した人の多くは、市

民活動に参画していないのではないでしょうか。講座

は｢市民活動を行っている人が、活動と並行して知識

を吸収できる｣程度の開催がいいのではないでしょう

か。 

これまでにも増して活動を活発なものにしてい

くためには、人材の育成・発掘が非常に重要であ

ると考えておりますので、ご指摘のように「講座

を卒業した方の多くが市民活動に参画していな

い」といったことがないように、「まちづくりに関

する総合的な人材育成」において、まちづくり関

連講座の体系化を図る中で、受講された方を実際

の活動につなげていけるよう、十分に検討して取

り組んでまいります。 

20 

ボラナビの情報誌は登録しておくと毎日ではない

が、携帯電話にボランティア情報を発信してくれま

す。 

派手ではなくともボランティア活動の手助けを真

摯態度で取り組んでいる情報誌が他にも多くあると

思いますが、もっと広範囲の情報を考えると、常駐の

スタッフが足りないとか資金不足、色々と難しいので

しょう。 

社員個人のボランティア活動の参加から会社全

体の社会貢献活動の実施へと発展することを、札

幌市としても期待しているところです。 

企業のなかには、ボランティア情報紙の存在を

把握していない所もあると思われますので、ご意

見を踏まえまして、札幌市が設立し、多くの企業

にご参加いただいている「企業市民活動研究会（さ

っぽろまちづくり研究会）」などにおいて紹介する



8 

そこで企業が社員は出せなくても広告とか寄附と

いう形で協力すれば、情報誌の活発の活動化が期待で

き、ボランティア活動を個人の状況に合わせて動ける

人も増えるのではないかと思います。 

など、情報提供に努めてまいります。 

21 

企業の社会貢献活動の促進は今後重要だと思いま

す。ただ支店経済といわれる札幌においては、大企業

は東京に本社があり、決定権がない状態だし、地元の

中企業も社会貢献に関心のある会社はすでに独自に

取り組んでいるので、これらの大・中規模企業を札幌

という地元に社会貢献活動として根付かせるには、そ

れなりのインセンティブが必要です。その鍵としては

「さぽーとほっと基金」があると思います。この基金

のブランド力を高めていくことで、企業がここにぜひ

寄附したいと思わせる訴求力を持っていくことが必

要かと思います。様々な場面での基金のＰＲ戦略が大

切です。 

ご指摘の点は大変重要なことでありますので、

さぽーとほっと基金のＰＲや企業への寄附の働き

かけなどについて、これまでも増して、積極的に

取り組んでまいります。 

22 

企業の存在は必要です。民間企業は自社の利潤追求

を第一に考えますが、各民間企業が、自社の利潤追求

とまちづくりに関する社会貢献と両立させることも

可能だと思います。企業としても、地域のための活動

を行い、そのことについて積極的に広報していけれ

ば、地域からの信頼も厚くなるわけで、企業と住民と

の連帯感も増すのではないかと思います。この連帯感

は、まちづくりを推し進めていく必要があると思いま

す。 

23 

市民が主体となる市民まちづくり活動を促進する

ためには、活動する主体として、また、財政的な支援

（さぽーとほっと基金への寄附）を考えても、企業の

協力を得ることが不可欠であり、重要になります。 

しかし、現在の経済状況を考えると、企業の積極的

な協力というのは、なかなか難しいのではないかと考

えられます。したがって、厳しい経済状況の中でも、

企業がまちづくりに協力しようと考えるようなメリ

ットがあることが必要ではないかと考えます。 

現在もホームページや広報さっぽろにおいて、企業の

活動状況や寄附の実績などを掲載していますが、企業

としては、企業への広告、イメージアップになること

大きなメリットであると感じるはずなので、テレビや

新聞などでも積極的に取り上げてもらうことが出来

れば、企業の参加意欲が高まり、まちづくりへのさら

なる協力が得られるのではないかと思います。 

ご指摘の点は大変重要なことであります。 

近年、企業の社会貢献活動への関心は高く、本

業に即した活動を考えている企業も多数あること

から、昨年 11月に、企業の自由参加による「企業

市民活動研究会（さっぽろまちづくり研究会）」を

設立したところです。 

札幌市としては、この研究会参加企業の社会貢

献活動を PRするともに、研究会において情報共有

や研究会としての社会貢献活動の実践を通して、

各企業の、市民まちづくり活動団体と連携した社

会貢献活動が促進するよう協力してまいります。 

24 

「協働関係の普及」については、最近、「協働」と

いう言葉が目立ちますが、市民活動団体の中で行政や

企業と対等の関係に立って、協働できる団体は札幌で

は数少ないのではないでしょうか。将来の協働関係の

樹立に向けて、現在は、行政が市民活動団体の人材を

育成したり、資金的に支援を効果的に行なったりする

ことが必要な段階と思われます。 

25 

協働関係の推進について、現状では NPO と行政が対

等にやっていくのは難しいと思います。まず、その前

に NPO の育成と成長が先ではないでしょうか？ 

 札幌市における市民まちづくり活動を更に活発

なものとしていくためには、ご指摘の点も非常に

重要なことであります。 

 したがいまして、この計画に基づき、情報の支

援、人材の育成支援、活動の場の支援、財政的支

援を総合的に行うことにより、団体の活動のさら

なる充実と発展を図るとともに、団体同士の連携

や行政との協働を推進してまいります。 

26 

連携を進める人材の育成について、コーディネータ

ーが、地域町内会単位で、きめ細かく、御用聞きのよ

うに課題解決のために働いてくれることを願います。

そのための育成講座は必要だと思います。 

 ご指摘のような方を養成することはなかなか難

しいのですが、市民まちづくり活動団体において

活躍されている方のうち、更なる活動のレベルア

ップを図るためにさまざまな団体とともに活動す

ることも希望する方を対象として、団体や個人を

結びつける力を向上させることを目的とした講座

を開講することにより、少しずつ団体間の連携が

図れるような環境を整備していきます。 
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27 

「庁内における横断的推進体制の整備」について、職

員に対して出前講座などを行なうか、職員を出前講座

などに積極的に従事させて意識醸成を図ろうとして

いるのか理解に苦慮する。 

ここでは出前講座等を通じて職員の意識の醸成

を図るという意味で記載しておりますが、いただ

いたご意見を踏まえて、より具体的な表現に改め

させていただきます。 

【修正内容】 

 職員と活動団体との意見交換や、協働事業の実

施、出前講座・出前トークの場を活用した、市民

との意見交換を通して、地域の状況や市民の意向

を的確に把握することにより、各事業の内容を深

め市政に反映させるとともに、職員のまちづくり

意識の醸成を図ります。 

28 

まちづくりセンターの機能強化とセンターの地域

自主運営化の経験はどのような関係にあるのか。「よ

り一層区役所や本庁部局との連携を強化し」とある

が、地域の人材ではこのようなことは無理だと思う。 

まちづくりセンターの地域自主運営化は、自分

たちで地域を良くしていくための手段として、地

域の方々自らがまちづくりセンターの運営に取り

組むという選択肢を用意させていただいているも

のであり、地域のまちづくりの更なる活性化を目

的としているものです。 

また、まちづくりセンターの機能強化は、同様

の目的のために行政として行っていかなければな

らないことを記載させていただいているものであ

り、地域自主運営を行うまちづくりセンターにつ

いては、これまで市職員の所長が担ってきた市役

所内部の連絡調整を、区役所が行うなど、区役所

を中心とした連携体制に十分配慮して事業を推進

し、地域の方々が安心してセンターの運営に携わ

れるようにしてまいります。 

29 

まちづくりセンターの機能強化について、｢発掘・

育成した人材｣を団体等に結びつけるサポートは必要

でしょうか？そうしたサポートを必要とする人材な

ら、｢自主自立して活動｣できないのではないでしょう

か。 

市のアンケート調査において、「活動を始めたい

が、きっかけがつかめない。」という回答が数多く

あり、自主自立的な活動につなげるための、各種

団体・事業等に関する適切な情報提供が大きな課

題であると考えているところであります。 

このことから、まちづくりセンターにおいて発

掘・育成した人材を団体等につなぐための支援を

行うこととしたところでありますが、実施にあた

りましては、ご意見の趣旨を踏まえて、市民の皆

さんの自主自立的な活動を更に活発なものとでき

るよう、側面的な支援、環境整備に努めてまいり

ます。 

30 

まちづくりセンターの機能強化について、まちセン

を「まちづくりに一度参加したことある人が繰り返し

参加しやすいように支援する」機能に着目して、機能

強化するのが良いと思います。 

現実的に、市の「まちづくり力」を強化するには、

まず、まちづくりのベテランさんをふやしていくのが

良いと考えます。もちろん経験のない方に経験しても

らうのも大切ですが、１度や２度の参加ではなかなか

力のあるまちづくりは難しいでしょうし、参加したこ

とのない方がいきなり何度も参加するようになるの

も難しいと思います。例えば、「あの時参加した活動

はどうなったか」等の情報がもっとまちセンから発信

されると良いのではないでしょうか。 

まちづくりの更なる活性化には、ご意見にあり

ます「まちづくりに一度参加したことがある方の

繰り返しの参加」も大変重要なことでありますの

で、参加された方が満足度を持って次回も参加し

ていただけるよう、各地域などで行われている活

動の様子なども含め、まちづくり情報のわかりや

すい発信に努めてまいります。 

31 

計画の進行管理及び評価ですが、市民参加が大切と

ありますが、今現在、市民評価を行えるような第三者

機関(市民まちづくり活動促進テーブル？)があれば、

そういうことも具体的に盛り込んだほうがよいので

はないかと思いました。 

 事業の評価検証にあたり、市民まちづくり活動

促進条例に基づき設置している附属機関でありま

す、「市民まちづくり活動促進テーブル」の意見を

伺うこととしておりまして、その旨計画素案本書

には記載しております。 

しかしながら、縮刷版にはその旨の記載がなか

ったことから、ご疑問が生じたものと思いますの

で、ご理解をお願いいたします。 
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32 

市民まちづくり活動促進に関する施策と方針に関

して、ボランティアに参加する大きな動機の１つに、

必要とされているという実感を得られるということ

があると思います。参加を促すために、啓蒙や活動情

報の提供者はもちろん重要ですが、そもそも市民が実

際にどのようなまちづくり（ボランティア）を期待し

必要としているのかというニーズが出来るだけ汲み

取られて、これが発信されていくような体制作りにも

取り組んで欲しいと思います。 

ご指摘のとおり、活動結果を実感できるように

することは、参加者を増やしていくための重要な

事項でありますし、市民ニーズをしっかりと捉え

て、それをきちんと整理し市民の皆さんにわかり

やすく提供していくことも大切でありますので、

いただいたご意見を踏まえて、市民の皆さんのニ

ーズ把握に積極的に努めてまいります。 

 
7 計画と推進するための重点施策 

項目 意見の概要 札幌市の考え方 

33 
いくつの分野からここにある７つが選ばれたのか

を記せば、どのように重視されているかもが、分かり

やすくなると思います。 

34 

7つの重点施策相互の関連性についての説明がない

ので、各々の施策が散発で実施されてしまうのではな

いかと印象を受けます。 

「市民まちづくり活動促進テーブル」での議論等

を踏まえて、市民まちづくり活動を促進するため

に必要な４つの目標を整理し、それを達成するた

めに必要な５つの施策を整理した上で、その実現

に向けて、必要な事業を体系化したところ、７本

の柱になったものであります。 

 なお、重点施策はわかりやすいように７つに分

類していますが、実際の施策・事業の実施にあた

っては、それぞれの事業が連携、関連しながら実

施されるよう、市役所内部の連絡会議である「市

民まちづくり活動促進調整委員会」等を活用しな

がら、進めてまいります。 

35 

案に示されたデーターからは、重点を置くべきポイ

ントはさらに絞られるのではないかと考えます。「１,

多くの市民のまちづくり参加促進」において、ただ単

に個々の市民の参加を促すようなものは効果が乏し

いように思います。学生インターンシップや企業との

連携に関わるもののほうが効果があると思います。こ

こで狙いとするべきなのは、そうした既存の経営体や

学術機関、町内会が、NPO とともにまちづくりに参加

することを促進することだと思います。 

既存の市民活動団体の活動を充実する施策、そして

新規の市民活動立ち上げの促進、企業の社会貢献と市

民団体との連携の促進、これらが先行して取り組まれ

るべきではないかと思います。 

つまり、７つの重点施策のうち、3,6 については、

優先度が若干下がるのではないかと思います。 

現状で、施設の機能を強化することにも、もちろん相

当な効果はあると思いますが、それは市民団体の懸案

である経営基盤の強化にはただちには結びつきませ

ん。企業・行政・学術機関などを巻き込んだ、市民活

動そのものの充実を優先していただければ幸いに存

じます。 

４つの目標、５つの施策を実現するためには、

７つの重点事業のどれもが大切であると考えてお

り、どの重点事業も同じ優先度で同様に力点をお

いて実施する必要があると考えておりますので、

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

また、ご指摘にあります、重点事業３及び６に

ついては、町内会などを主体とする地域のまちづ

くり参加を重視した取り組みでありまして、市民

まちづくり活動を更に促進するためには、地域を

基盤とした活動の強化が大切なことであります。 

36 

重点施策について、網羅されているとは思います

が、これを全部実施するのは大変だと思います。どれ

か的を絞って、集中的に実施する方が効果があるので

はないでしょうか？ 

 市民まちづくり活動を促進していくためには、

市役所全庁を挙げて、それぞれの部局が所管する

事業等の中で積極的な支援を行っていく必要があ

ると考えております。 

 重点施策に掲載しているものは、それらの取り

組みの中の一部であります。 

 ご指摘をいただいている点については、重点事

業については、市民自治推進室のみの施策という

ことではなく、市役所全庁的な取組みとして実施

していくものでありますので、計画した事業のす

べてを着実に実施してまいります。 

37 重点施策について、どの施策を活かすも殺すも、そ

れぞれ施策の担当者と市議会議員が如何に、真剣に、

基本計画を分かりやすく説明したパンフレット

を作成するなど、効果的な周知に努め、この計画
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市民と共に取り組むか、市民に周知してもらうよう行

動するかにかかっているように思う。従来のような取

組み意識では、せっかくの施策を活かすことは、難し

いように思う。 

 

の内容を市民の皆さんと共有していくとともに、

計画に計上した事業については、市民の皆さんと

ともに推進してまいります。 

38 

重点施策において、実施していただきたい具体的な

施策 

① 一般勤労者は、日中勤務しているのでまちづくり

活動への参加は難しい 

  個人として、夜間でも負担が少なく参加可能な場

を提供することと、組織人として日中の勤務の中で

もまちづくりに携われるようにすることです。 

→（個人として）多彩な参加方法の提案 

・インターネット等、意見表出の機会 

 個人として、まちづくり活動をしている団体に加

わり、インターネット上で夜間に意見を述べる機会

を提供することです。活動ごとにコミュニティール

ームや掲示板のようなものを提供し、意見を述べる

事ができるようにしてはいかがでしょうか。夜間、

自宅から発言でき、それに対して討論していくこと

ができます。 

 まちづくりそのものは、実行部隊を必要とする活

動が夜間には多くないと思われるため、自身が興味

を持つようなまちづくり活動を行っている団体に

加わり、討論だけでも気軽に参加できるようになれ

ば、働いている個人にとってのハードルは下がると

思います。 

 問題点としては、外野が口だけを出しているとい

う状況にならないようにしなければなりませんし、

ネット上では顔が見えないがゆえに極端なことも

言いがちなので、誹謗中傷等の人権侵害の発生が考

えられます。管理上の手間も大きく、場合によって

は費用もかかってくるため、一般市民やノウハウの

ないＮＰＯが運営していくことは困難です。 

 そのため、市民活動コミュニティールームといっ

たサイバースペースを用意・提供していただくとと

もに、市民団体の代表やメンバーなどに研修を行っ

て基本的な知識・ノウハウを身につけてもらうこと

も必要になります。 

 実際の管理をしていく中では、市民活動ごとの中

身には立ち入らずとも、人権侵害等の問題等につい

ては、対処・サポートしていただく（運営者からの

通報により、違法な発言の削除・発言者への警告等）

ことで、負担感は少なくなると思います。 

 また、閲覧は自由としておき、発言ができるのは

登録した者に限ることにすれば、このような問題も

減少すると思います。登録するにあたりどの程度の

個人情報を求めるかによって個人情報保護の問題

も生じますが、個人情報を市民活動グループごとに

管理させるのではなく、市で運営するコニュニティ

ーサイトに対して登録を行えば、活動ごとに分かれ

たコミュニティーサイトのうち、どれに対しても発

言できるようにするという方法もあります。 

 

→（組織人として）企業が業務の中でまちづくりに

参加、従業員として従業する実践する機会 

  そもそも興味のない人や、興味があったとしても

負担感が大きく実際に参加するところまで至らな

い人たちへの働きかけが必要です。 

  たとえば自分の働く企業が、地域などと協力し実

 具体的なご提案ありがとうございます。いずれ

も必要な事柄でございますので、計画を実行して

いく中で、次のように取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 「市民活動コミュニティールーム」につきまし

ては、ご意見にありますように、『いつでも誰でも

意見という形で参加できる』という利点はありま

すが、既に民間ベースのサービスもあり、市とし

て実施することは、現状では困難と考えておりま

すので、ご理解をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘の企業の社員が本業の中でまちづくり活

動に参加することは非常に重要なことであると考

えております。 

このことから、各企業が本業の中で無理なく取

り組める社会貢献活動の事例などの情報発信を強

化するほか、昨年 11 月に立ち上げた、「企業市民
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働部隊としてまちづくりに携わる機会があったら

どうでしょうか。地域貢献活動などという形で、勤

務時間である日中に、実際の活動に携わることがで

きます。 

  企業に、従業員を業務時間中に活動に参加させて

もらうことにより、市民活動に熱心な企業としてＰ

Ｒできることとし、札幌市でもその企業が市民活動

に熱心であることを広報する。参加にあたっては、

市民活動も企業の社会貢献という業務の一環であ

ると位置づけ、通常の勤務時間に業務として行うこ

ととすることで、従業員は強制的に参加してもら

う。（有志をうたうと、ボランティアという名のも

と、従業員が給料の出ない強制宣伝活動に駆り立て

られる可能性もあります。） 

  何らかの活動に自発的に参加するということは、

実際の手間以上に心理的負担感が大きいものであ

り、参加へ向けて背中を押すようなきっかけを与え

る必要があります。たとえ興味がないか、あまり乗

り気でないとしても、一度実際にまちづくりに携わ

ってもらうことで、興味・関心を持ってもらえる可

能性があると思います。 

 

② 大量退職を迎える団塊世代の人材をまちづくり

の場へ迎え入れる。 

→「興味ある人は参加してください」ではなく「あ

なたたちの力が必要です」と、札幌市が定年退職者

向けにまちづくり説明会を開催。各企業にも協力を

依頼し、企業内の「退職後の生き方講義」等におい

て、まちづくり説明会への参加を呼びかける。その

なかで活動に携わるための心構え等についてサポ

ートも行なう。従前からの活動者とのトラブルを回

避し、スムーズに加われる。 

 生き甲斐の提供 

 定年退職者向けに別途、まちづくり活動について

の説明会を開催するとともに、その説明会について

企業家から退職者に対して案内をしてもらうこと

が考えられます。説明会において、まちづくりの担

い手としての心構えを知るとともに、説明会が窓口

となり、興味のあるまちづくり団体への橋渡しを行

うこと。これにより、退職者にとっては良いきっか

けとなるとともに、まちづくり団体にとっても人手

を確保する良い機会になると思います。 

 

 

③ 小中学校から高校、大学までまちづくりに関わる 

 → 授業の一環として参加することで、親や友人以

外ともふれあう機会を提供 

   地域とのつながり 

 → 成長しても継続して関わっていくことで、まち

づくりへの参加が途切れない。まちづくり活動へ

の参加が「非日常」から「日常」へ。社会人にな

っても、抵抗感なく携われる。 

まちづくりへの参加の習慣化 

小中学生のときから授業の一環としてまちづ

くり活動に携わり、継続していくことが効果的で

あると思います。授業の一環として参加すること

で、親も感心を持つようになりますし、子どもに

とっても、親や友人以外ともふれあう企画を提供

し、地域のつながりをつくることになります。 

また、高校・大学についても一貫してそのよう

な機会を設けておくと、成長しても継続して関わ

活動研究会（さっぽろまちづくり研究会）」におい

て情報共有や研究会としての社会貢献活動の実践

を通して、各企業の社会貢献活動が促進されるよ

う努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご指摘の団塊世代をまちづくりの場へ迎えいれ

ることは、非常に重要なことであると考えており

ます。 

このことから、こういったシニア世代の方々を

主な対象者として、平成 19年度から各区で「まち

づくり参加・入門教室」を開催しているところで

ありますが、ご指摘を踏まえ、講座を受講した方

を実際の活動に結び付ける取り組みなどについて

充実してまいります。 

また、20年度より開催しているまちづくりの必

要性や楽しさを知り、まちづくりへの参加のきっ

かけとなるようなイベント「まちづくりフェスタ」

を充実してまいります。 

退職者向け説明会につきましては、20年度から

札幌市職員の退職者に対しては、寄付文化の醸成

を含むまちづくり活動のＰＲを始めたところです

が、民間企業に対してましては今後、協力依頼を

行ってまいります。 

 

 

 

 

ご指摘の子どもの頃からまちづくりに携わると

いうことは非常に重要なことであると考えており

ます。 

 このことから、各区において小学生から高校生

までの子ども達に対して、実際のまちづくりに参

加できる機会などの提供を積極的に行っておりま

すが、これらについて更に充実してまいります。 

 また、今般、小学生を対象としたまちづくりの

手引書を作成し、４月以降にすべての小学校３年

生に配布することとしています。 

この手引書は、授業で活用されることも視野に

入れ、新しい学習指導要領の内容に沿ったものと

しておりますので、関係部局と連携しながら実際

に授業で活用していただけるよう、努めてまいり

ます。 

大学生については、地域、大学、区の３者がま

ちづくりの協定を結び、学生が地域のまちづくり
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っていくことができ、まちづくりへ参加する機会

が途切れなくなります。まちづくり活動に携わる

ことが「非日常」から「日常」となり、社会人に

なっても、抵抗感なく携われるようになるのでは

ないでしょうか。 

に積極的に参加できる環境整備も行っております

し、学生がまちづくりのアイデア等を発表する場

として「学生まちづくりプレゼンテーション」を

実施しておりますので、ご指摘の件も含めこれら

について今後更に充実してまいります。 

39 

重点施策について、活動が期待できる年齢層、思い

きってシニア世代へ、施策の選択と集中を行うべきで

はないか。期待が持てる年齢層に対応した直接的・重

点的な働きかけを行政に期待したい。「現役時代の経

済活動からリタイヤ後の地域活動へ」人的資産活用の

流れをつくる計画となることを期待する。 

ご指摘のとおり、これからのまちづくり活動を

行う即戦力として、社会的経験が豊富なシニア世

代に期待されているところは大きいものがありま

す。各区で実施している「まちづくり参加・入門

教室」では、シニア層のまちづくり参加のきっか

けとなるように意識して企画しています。 

また、まちづくり活動の発表の場、交流の場と

して年に一回秋に開催するまちづくりフェスタ

は、21年度では、主にシニア世代をターゲットに

した企画にいたします。 

〔重点施策 1〕多くの市民のまちづくり参加促進 

40 

「地域コミュニティのさらなる活性化支援」に関し

て、自分は町内会の役員をやっていますが、経理事務

はもちろん広報活動などもまちづくりセンターにお

願いしている状況です。これは決して望ましいことだ

と思っていません。だからと言って、いきなり自主運

営化というのも責任が重すぎます。 

 そこで、経理事務や広報（たとえば HPの作成管理）

などの町内会向けの講座を設けることはできないで

しょうか。このようなことを町内会の役員が覚えるこ

とで、会の自立化が図られ、うまくすると自主運営化

に結びついていくのではないかと考えてます。 

 ご指摘にありますように地域が自立的にその運

営を行っていけるよう、これまでも行っているま

ちづくりセンター等におけるパソコン講座等の取

り組みに加え、ご意見を踏まえまして、町内会活

動の円滑化を図るためのハンドブックの作成な

ど、事務を省力化するための支援を行ってまいり

ます。 

41 
 
 
 
 
 

42 

地域の支え合い創出について、「地域の支え合い体

制の構築へ向けた取り組みを行います。」とあるが、

全く具体的なイメージがわからない。もっと具体的な

説明をしてほしい。 

 

 

地域の支え合い創出について、誰が、どのようにし

て」担い手を発掘・育成するのでしょうか？ 

既存のネットワークの他に、新たに「参加したい・

協力したい」と希望する市民を担い手として活かすと

りくみを求めます。 

「支える人」と「支えられる人」を区別するような

取り組み（あり方）ではなく、より多くの人達が互い

に自然な形で安否確認・見守り等をしていけるような

ゆるやかで暖かな福祉地域にしていくような取り組

みが理想的だと思います。（参加の拡大・自発的見守

り・安否確認などの形成） 

ご指摘にありますような地域の方々が自然な形

でお互いに暖かな眼差しで関心を持ち合う地域社

会を作っていくことが大切であり、計画案の内容

はその視点に欠ける表現になっておりましたの

で、ご指摘の趣旨も踏まえまして内容を記載修正

させていただきます。 

【修正内容】 

介護保険等の現行制度で対応できない日常生活

上の困りごとなど、個々人の需要にきめ細やかに

対応していくために、地域でボランティアをした

いと考えている人と手助けを求めている人をしっ

かりとつなぐ仕組みづくりなど、地域の方々が温

かな眼差しでお互いに関心を持ち合い、自然に助

け合う地域の支えあい体制の強化を支援します。 

そのために、まずは一部のモデル地区において、

地域の方が主体となってボランティアをしたい人

と手助けを求める人の両者のニーズを掘り起こす

とともに、つなぐ役割を果たす「世話人」を配置

していただき、福祉のまち推進センターなど既存

の組織とも連携しながら、連絡調整、結び付けな

どの実験的な取り組みを行うなかで、本格的に実

施するにあたっての仕組みづくりや課題整理等を

行います。 

43 

福祉のまち推進事業について、「担い手確保」の支

援とはどのようなことでしょうか？ 

「担い手確保」の最も有効な方策は「参加、協力を

希望する市民」が広く参加できるあり方をつくること

だと思います。 

札幌市では、福祉のまち推進事業の更なる展開

を推進するため、20年度より、福祉のまち推進セ

ンターステップアップ事業を実施しております。

その中で、より多くの担い手に参加していただく

ための取組として、地域で福祉に関心がある方を

対象とした、「福まち学習会」やこれからの活動の



14 

中心として期待される方を対象とした、「次世代リ

ーダー養成研修」を実施するとともに、他地区の

取組事例を紹介したパンフレットを配布するなど

の取り組みを進めております。 

今後も、より多くの方に福まち活動を知ってい

ただき、また、参加をしていただけるよう取り組

んでまいります。 

44 

さっぽろ夢大陸、こどものまち「ミニさっぽろ」、

ワークライフバランス、ふるさとの森、ふれあい公園、

福祉除雪、地域と創る冬みちの事業内容を見ますと、

「参加促進」の仕掛けがどう意図されているのかが、

わかりません。企画段階で、そこを明文化し、終了後

の評価をしなければ、各部局の単独事業となってしま

うのではないでしょうか。 

多くの市民の皆さんにまちづくりに参加してい

ただくためには、さまざまな分野、内容、対象な

どの参加機会を提供することが必要であると考

え、ご質問にありますような多様な事業を企画し

たところであります。 

 まず、将来のまちづくりの主役であるとともに、

現在の大切な担い手である子どもたちが、まちづ

くり活動の楽しさや大切さやをさまざまな体験を

通じて学べるように、各区におけるまちづくり体

験事業やさっぽろ夢大陸「大志塾」、子どものまち

「ミニさっぽろ」、わたしたちの児童会館づくり事

業を企画いたしました。 

 また、より多くの市民の皆さんに参加していた

だけるよう、参加のきっかけとなるイベントや参

加入門教室を企画したところでありますし、森づ

くりや公園づくり、防災活動、除雪などのメニュ

ー別の事業も企画したところであります。 

 これらの事業の中から、ご自分の興味や関心等

のあったものを選択していただき、ご参加いただ

くことで、まちづくり活動の環を広げてまいりま

す。 

なお、ご指摘にあります評価につきましては、

条例に基づく附属機関であります「市民活動促進

テーブル」において、毎年度、計画全体の評価を

実施してまいります。 
〔重点施策 2〕市民まちづくり活動を支える人づくり 

45 

計画の中では人材育成事業として、「まちづくりに

関する総合的な人材育成」や「まちづくりコーディネ

ート養成」が挙げられていますが、これらの事業に大

いに期待します。 

現在、単発ものの人材育成講座はありますが、コー

ディネーターのような専門な人材を養成するものと

いうのは行政が実施する事業の中ではあまり見られ

ません。ある程度長期的で専門性が高く、実践的な講

座が求められます。とりわけ実践性が大事で、学んで

終わるのでなく、学んだことが実践や活動に活かされ

ることが大切です。そういう意味で、講座では実践を

重視して、まちづくりの現場で実際活動したり、市民

活動団体の活動を実体験するなどのメニューを盛り

込んでほしいとおもいます。 

ご指摘のとおり、実践を重視した講座を進めて

まいります。 

46 

まちづくりに関する総合的な人材育成について、こ

のようなプログラムはちえりあなどを中心拠点とし

て、各区の区民センター・地区センターなどで体系的

に実施されていくのが望ましい。しかし、一方で、区

民センターなどは指定管理者制度が導入されており、

指定管理者の裁量も大きくなっていると思う。 

このような状況で全市的に体系的にプログラムを

展開していくことは可能なのか疑問に感じる。 

「まちづくりに関する総合的な人材育成」では、

指定管理者が運営している市有施設におけるもの

も含め、市役所の各部局が行うまちづくり人材育

成に関わる講座の体系化を図ります。 

47 

まちづくりに関する総合的人材教育について、「ま

ちづくり参加・入門教室」は、いつ開講され、誰が受

講し、主催はどこだったのでしょうか？受講者には特

別な条件が必要だったのでしょうか？ 

「まちづくり参加・入門教室」は、これまでま

ちづくりに参加する機会の少なかった方を対象

に、新たに参加するきっかけとしていただくこと

を目的として実施しているものであり、平成 19
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まちづくり等に関心や興味があっても、一般市民に

は情報が伝わりません。より多くの市民が参加できる

ような情報提供等を望みます。（ex、広報掲載など） 

年度から各区市民部地域振興課の主催で実施して

います。 

内容については、各区の創意工夫により地域性

や区の特色などを活かしながら実施しており、年

齢等の条件を設ける場合もありますが、基本的に

は特別な参加条件は設けていません。 

広報については、広報誌の区版やチラシなどに

よって行っておりますが、ご指摘の点を踏まえま

して、より多くの皆さんにしっかりと伝わる広報

に努めてまいります。 

48 

市民まちづくり活動を支える人づくりについて、

「まちづくり参加・入門教室」「高度な知識を学べる

プログラム開発」「札幌市民カレッジ」「資金調達講座」

などあげられています。これらは、重点施策から導き

出される基本プログラムの、各パーツのプログラムと

考えるべきと思います。そのような組み立て方がパン

フレットからは読み取れませんでした。 

段階的育成がうたわれていますが、分野別の育成も

おこなうことが必要ではないでしょうか。 

重点施策の中では主な関連事業のみを挙げてい

ますので、説明不足になってしまっておりますが、 

ご指摘のとおりこれらはプログラムの各パーツで

あります。 

 今後、「まちづくりに関する総合的な人材育成」

において、さまざまな場所で行われているまちづ

くり関連講座を段階別、分野別などで体系化する

とともに、情報発信の一元化を図ってまいります。 

49 

まちづくりに関する総合的な人材育成について、市

民活動に関する講座は、本当に効果があるのでしょう

か。こうした講座を卒業した人の多くは、市民活動に

参画していないのではないでしょうか。講座は｢市民

活動を行っている人が、活動と並行して知識を吸収で

きる｣程度の開催がいいのでないでしょうか。 

これまでにも増して活動を活発なものにしてい

くためには、人材の育成・発掘が非常に重要に重

要であると考えておりますので、ご指摘のように

「講座を卒業した方の多くが市民活動に参画して

いない」といったことがないように、「まちづくり

に関する総合的な人材育成」において、まちづく

り関連講座の体系化を図る中で、受講された方を

実際の活動につなげていけるよう、十分に検討し

て取り組んでまいります。 

50 

「まちづくりコーディネーター養成」についてです

が、具体的内容をより明確に記載することで市民の意

欲を喚起するのではないかと思います。 

 

51 

まちづくりコーディネーター養成について、コーデ

ィネーターがどういった人なのか、イメージがわきま

せん。コーディネーター1 個人が、ここに書かれてい

るようなことが出来るのでしょうか。その人個人が、

様々な団体や企業、市民のネットワークを持ち、そう

した人たちへの発言力や発言手法を持つことが求め

られます。 

52 

まちづくりのコーディネーターに関心を持ってい

ます。このようなスキルを身につけて、少しでもまち

づくりの役に立ちたいと思っていますが、ただ、養成

された後、実際に活動できる機会はあるものなのでし

ょうか。また、現に市で養成したコーディネーターの

方が、まちづくりに携わっている事例は相当あるので

しょうか。 

53 

まちづくりコーディネーター養成に関して、まちづ

くりには、それをする人間関係作りが欠かせないと思

います。町内会、市民団体など、いったん組織を作る

と、ともすると少しの意見や性格の違いを埋められ

ず、一致しての取り組みができないことがありますの

で、まちづくりコーディネーター養成などの機会な

ど、基盤となる人間関係作りの場を多く作ることがよ

いと思います。 

内容の説明が不十分でありますので、ご指摘を

踏まえまして、より詳しい内容に修正させていた

だきます。 

【修正内容】 

「まちづくり人材育成」 

 市民まちづくり活動団体において活躍されてい

る方のうち、更なる活動の向上を図るためにさま

ざまな団体とともに活動することも希望する方を

対象として、個人や団体を結びつける力などを向

上を目的とした講座を開講します。 
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54 

まちづくりセンターの機能の充実、会議の中でも出

ていましたが、まちづくりセンターについて、市民の

多くがよくわからない現状があると思われます。ホー

ムページばかりでなく、町内会の回覧板など紙ベース

のアイテムも含めて、現在取り組まれていることの情

報発信を積極的に発信して、多くの市民に認知され、

利用してもらえるようにすることが必要かと思いま

す。 

ご指摘の件につきましては、非常に大切なこと

でありますので、ご意見にありました方法も含め

まして、市民の皆さんにしっかりと伝わるよう、

町内会の回覧板なども活用させていただきながら

まちづくりセンターに関する情報発信を強化して

まいります。 

55 

まちづくり参加・入門教室について、まちづくりに

関する総合的な人材育成について、市民活動に関する

講座は、本当に効果があるのでしょうか。こうした講

座を卒業した人の多くは、市民活動に参画していない

のではないでしょうか。講座は｢市民活動を行ってい

る人が、活動と並行して知識を吸収できる｣程度の開

催がいいのでないでしょうか。 

 

「まちづくり参加・入門教室」は、市民による

まちづくり活動を更に広げていくために、新たな

方の参加のきっかけとなることを目的として開催

しているものです。 

これは市のアンケート調査において、約７割の

方が「まちづくりに参加したい」と回答している

一方、実際に参加したことがある方は約４割であ

るという結果になっていることや「活動を始めた

いが、きっかけがつかめない。」という回答が数多

くあることに対応して実施しているものです。 

これまでにも増して活動を活発なものにしてい

くためには、人材の育成・発掘が非常に重要であ

ると考えておりますので、ご指摘のように「講座

を卒業した方の多くが市民活動に参画していな

い」といったことがないように、受講された方を

実際の活動につなげていけるよう、十分に検討し

て取り組んでまいります。 

56 

さっぽろ市民カレッジによる人材育成の推進につ

いて、講座は｢市民活動を行っている人が、活動と並

行して知識を吸収できる｣程度の開催がいいのでない

でしょうか。 

「さっぽろ市民カレッジ」では、市民の多様な

学習ニーズに対応するために、ボランティア、市

民活動、まちづくり等を促進する「市民活動系」

と、職業能力の向上や産業育成・活性化を促進す

る「産業・ビジネス系」を柱に、「文化・教養系」

を加えた体系的な学習プログラムを提供していま

す。  

このうち、「市民活動系」では、幅広い学習ニー

ズに対応するため、ボランティアやまちづくり、

ＮＰＯ、専門能力レベルアップなどの分野におけ

る講座を実施しています。特に、まちづくりコー

スでは、まちづくりや地域づくりを進めるために

必要な知識を学び、まちづくりグループのリーダ

ー・人材の育成や地域活動・市民活動の運営に関

わる学習など、まちづくり・地域づくりにつなが

る学習を行う講座を開講しています。 

また、講座につきましては、市民活動・ボラン

ティア活動実践者向けや市民活動に興味・関心が

ある方向け、町内会役員・コミュニティ施設職員

向けなど、対象者のレベルに応じ、学んだ成果を

活かせるような内容で開講しております。 

今後とも、市民活動の実践者が主体的な学びが

できるよう、必要な学習機会を提供していきたい

と考えています。 

57 

学校と地域の連携による職場体験活動について、基

本的計画において「市立」限定にする必要性はないと

思われます。また、学校の対象について、小学校も含

めたほうが、子供の発育課題を考えると体験活動と通

じた発達効果はより効果的であろうと感じたところ

です。 

学校と地域の連携による職場体験活動について

は、子どもの発達の段階に応じて、継続した適切

な指導が大切です。 

現在、小学校では、社会科や家庭科などの学習

の中で、様々な仕事について調べたり、実際に地

域に出向いて働いている方に直接お話を聞くなど

しながら、社会が多くの仕事や働く人々によって

支えられていることを学び、望ましい勤労観や職

業観の素地をはぐくんでいます。 

中学校・高等学校においては、こうした小学校

の学習を踏まえ、働くことの意義をさらに深く理
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解することや、主体的な進路の選択などを考える

ための学習活動を行うことが大切であることか

ら、札幌市では、職場体験を教育課程に位置付け

充実を図ることとしております。 

こうした活動を市立学校に限定せずに広く行う

ということは、大切な観点であると思いますので、

市立学校における成果等を教育委員会のホームペ

ージに掲載するなど、参考として広く普及してま

いりたいと考えております。 

札幌市としましては、子どもたちが、発達の段

階に応じて、職業に関する学習に取り組むことが

できるよう、小学校における教科での学習ととも

に、中学校・高等学校における職場体験活動の充

実に取り組んでいく必要があると考えています。 

〔重点施策 3〕活動の場となる施設の機能強化 

58 

地域に根ざした施設の活用について、地域に根ざし

た施設の１つとして、例えば、６０歳から参加可能な

「老人福祉施設」がありますが、その設置は各区に１

なのでしょうか？ 

６０歳になり、やっと活用可能になったとしても、

「老人福祉施設」へのアクセスが不便な市民にとって

は、活用したくても活用出来ないという現状を知りま

した。長寿社会の施策として、よりキメ細かな設備・

検討を望みます。 

 

高齢者の健康増進、教養向上などを目的に設置

している「老人福祉センター」は、昭和 57年の白

石老人福祉センター開設以来、各区に１箇所ずつ

整備を進め、平成 11年の清田老人福祉センターの

開設をもって全区への設置を完了したところであ

ります。 

より利用しやすいように施設を増やしてほし

い、というご要望の趣旨は十分理解いたしますが、

札幌市の厳しい財政状況の下、新たな施設の設置

は困難な状況にありますので、何卒ご理解をいた

だきたいと存じます。 

なお、老人福祉センターの他、同様の目的を持

った施設として、東区と南区に「老人生きがいセ

ンター」が設置されております。また、市内 65

か所に設置されている「おとしより憩の家」は、

老人福祉センターの補完的役割を担った施設です

ので、ご利用いただきたいと存じます。 

59 

地域に根ざした広報支援を強化し、公民が連携し、

認識とその必要性を知ってもらうことが必要になる

と思います。 

ご意見の趣旨は市民まちづくり活動の促進に大

変重要なことだと考えます。この基本計画により

札幌市が設置するホームページなどにより、公民

問わず、まちづくりに関する情報を総合的に発信

をするとともに、団体自ら効果的な情報発信がで

きるような支援も行ってまいります。 

60 

活動の場についてですが、少子化の進展の中で、学

校で使われていない教室は多数あると思われます。文

化開放などで使われていると聞いておりますが、一部

の学校にとどまっているとも聞いております。 

学校の教室をさらに使いやすく、一般に開放すること

は出来ないものでしょうか。 

学校施設については、学校教育上支障がないこ

とを前提に、一般の方々が利用できるよう、本市

でも事業を行っており、 

学校の体育施設開放や文化開放（観光文化局ス

ポーツ部及び文化部）に加えて、学校図書館地域

開放（教育委員会生涯学習推進課）などの活用を

図っているだけでなく、 

スポーツ少年団など地域の児童や住民の活動の

場としても幅広く活用されているところです。 

また、使いやすさを含めた学校利用のあり方に

ついては、引き続き、教育委員会と開放事業等を

所管する部局間で検討していきたいと考えており

ます。 

61 

「市民活動サポートセンタ機能の充実」ですが、フ

リースペースの活用のほかに、関連施設とのネットワ

ーク化が大切だと思います。類似の事業や機能を持っ

ている施設が市内にはいくつかあると思われますの

で、効果的な連携（ネットワーク化）によって、重複

して無駄な事業を行なうなどの非効率を無くし、適切

な役割分担のもとで全市的な視点から事業を展開す

ることが必要と考えます。 

 ご指摘の関連施設間のネットワーク化は、まち

づくり活動の促進には非常に大切なことでありま

すが、類似の機能を持っているとはいえ、それぞ

れ別の主目的をもって運営している施設でありま

すので、まずは、連携強化に向けた連絡調整を行

ってまいります。 
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そのためにも、関連施設が定期的に集まって協議す

る連絡会議みたいなものを開催することによって、情

報交換や事業調査を行なっていってはどうでしょう

か。 

62 

活動の場となる施設の機能強化について、基本計画

に対する話題ではないかもしれませんが、サポートセ

ンター事務ブースの退去後も考慮に入れた事務所ス

ペースの提供、物件情報提供などのサポート事業を希

望します。 

市民活動サポートセンターの事務ブースは、そ

こを拠点として活動できる期間内に、ご意見にあ

るような事柄を自立的に行うことが可能になるよ

うに成長していただくことを目指して設置してい

るものでありますので、ご意見にありますような

退去後の物件情報等の提供は困難でありますこと

をご理解ください。 

63 

活動の場となる施設の機能強化のところに関して 

市民活動サポートセンター等の公共施設において、施

設に備え付けのパソコンが設置されていますが、セキ

ュリティーの関係で、インターネットのアクセスがブ

ロックされてしまうことがあり不便をきたすことが

あります。情報取得のため、無線ＬＡＮの設置をして、

自前のパソコンを持ち込んでインターネットができ

るようにならないものかと思います。自分のパソコン

のセキュリティーに関しては自己責任とし、また公共

の場ですので、当然公序良俗に反するようなサイトへ

のアクセスは禁止とし、そのようなサイトにアクセス

している人には利用禁止の措置が必要かと思います。 

現在、サポートセンターには備え付けのパソコ

ン５台でインターネット検索を行えるサービスを

センター登録者向けに実施しています。 

ご意見にあります無線ＬＡＮについては、実施

に係る費用や他の利用者の情報への影響などの安

全管理、他の利用者のニーズなどの課題があり、

現状では実施することは困難でありますことをご

理解ください。 

なお、備え付けのパソコンでブロックされてし

まう情報がありましたら、今後の検討のため、ご

指摘いただきたいと考えております。 

〔重点施策 4〕市民まちづくり活動の多様な連携を促進 

64 

「（仮称）さっぽろまちづくりウィーク」に期待し

ています。活動に参加する意欲があっても、どのよう

な団体が今どのように活動をしているのか、気軽に参

加できるものなのかどうか等を確認出来る機会があ

るといいでしょう。例えば、年に１度札幌ドーム等で

市内のボランティア団体・ＮＰＯ・ＮＧＯ等が一同に

会し、各ブースで活動紹介・ＰＲ・会員募集を行う規

模の大きな場があると、マスコミ等の注目を集め、市

民の認知度と参加意欲を高めると思われます。子ども

か高齢者まで楽しみながら各ブースをまわれるお祭

りのようなものいがいいと思います。 

 まちづくり活動情報については、市民の方が必

要としている情報を発信していきます。 

 また、「（仮称）さっぽろまちづくりウィーク」

は、多くの方の参加や、多くの活動団体同士が交

流できるように、さまざまな場所において開催す

ることを考えています。 

65 

企業との連携に関してですが、さぽーとほっと基金

等の寄付金に加え、札幌市の取組みを PR してもらう

企業を募ることによって、まちづくり計画の浸透が図

られるのではないかと考えます。 

本市では、企業の社会貢献活動を促進すること

を目的とした「企業市民活動研究会（さっぽろま

ちづくり研究会）」を設立したところですが、この

研究会において、札幌市の取り組みを紹介し、事

業への参加や周知への協力を依頼していきます。 

〔重点施策 6〕地域のおける多様なふれあいの場の創出 

66 

「地域の多様な交流の場設置促進」について、「地

域の茶の間」を提供するとありますが、従来からも福

祉関係の施策として「○○サロン」といった事業が行

なわれていたと思います。それとの差異はどこにある

のでしょうか。同じような事業を部署を変えて行なう

だけなら意味がないと思います。従来の事業との整理

や役割分担が必要だと思います。 

ご指摘にありますような、従来の事業との整理

や役割分担といったことは非常に大切な視点であ

ります。 
今回の取り組みは、地域のまちづくりを更に活

発にしていくため、地域でさまざまな方々が集い、

ふれあい、話し合う多様な場として、誰もが気軽

に集まれる場などの取り組みが広がることを期待

しつつも、ご指摘にありますような対象者をある

程度限定した既存の「○○サロン」等についても

更に活発になることも目指して実施するものであ

ります。  
いずれにいたしましても、札幌市が主体となっ

て地域の交流の場を設置していくものではなく、

既存の「○○サロン」なども含め、市民の皆さん

の主体的な取り組みが更に広がることによって、

身近な地域課題への関心を高め、地域コミュニテ

ィの更なる活性化が図られることを期待し、積極
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的にＰＲしていこうとするものでありますので、

いただいたご意見を踏まえて、他の事業としっか

りと連携を図りながら進めさせていただきます。 

67 

地域における多様なふれあいの場の創出をぜひ進

めていただきたいと願います。 
障がい者のある人たちが堂々と出て行かれる場の提

供はとても大切であると思います。 

ご指摘のとおり地域のさまざまな方々が気軽に

集い、交流できる場はとても大切であると考えて

おります。また、そういった場があることによっ

て、地域課題の共有化が図られ、その解決に向け

た取り組みが行われることによって、地域コミュ

ニティの更なる活性化につながるものと考えてい

ます。 
したがいまして、そういった場の創出に向けて、

既存の「○○サロン」なども含め、市民の皆さん

の主体的な取り組みが更に広がることによって、

身近な地域課題への関心を高め、地域コミュニテ

ィの更なる活性化が図られることを期待し、積極

的にＰＲを進めてまいります。 

68 

地域における多彩なふれあいの場の創出はつらつ

シニアサポート事業について、いつの頃からか個人主

義が優先され、人と人の繋がりが希薄になってしまっ

たが故、町内活動等に無関心になってしまっているの

ではないでしょうか・・・。地域の中（各町内会）で

何か特技、技術を持っている方を募り、ボランティア

として講師をして頂き、希望者に教えて下さること

も、ひとつの方法では・・・。地域に埋もれている人

材発掘をし、他への活動にも広がり円滑な活動が深ま

ると思います。 

はつらつシニアサポート事業は、特定非営利法

人などの高齢者団体が地域貢献（ボランティア）

活動を推進するために実施しております。今後、

高齢者相互や他世代との交流がますます重要にな

ってまいりますので、いただいたご意見等を参考

にさせていただき、地域の人材の活用なども含め、

地域貢献活動が活発になるような取組を進めてい

きたいと考えております。 

69 

福祉と多世代のふれあい公園づくり事業について、

子どもと買物に行ってもキッズコーナーの場所が少

なく、場所があったとしても、障がい者というだけで

冷たい目で見られて、つらい思いをしています。まず、

キッズコーナーにボランティアのお兄さん・お姉さん

がいてもらえたら心強いと思います。 
公園に行っても健常者用の公園作りになっていて

安全に遊ぶことが出来ません。飛び出したりもするの

で安全が守られ圧迫感がなく可愛らしい子どもらし

い柵を作って欲しいです。 
最後に障がい者も健常者も平等に楽しく交流出来

るまちづくりを計画してほしいです。 

この度は大変貴重なご意見をいただき有難うご

ざいます。 
札幌市といたしましても、公園を利用する人た

ち全てが高齢者や障がいのある方々と一緒に公園

を利用するという共通の認識を持つことが重要で

あると考えております。 
このことから、平成 20 年度に整備を行なった

白石東公園の計画案の策定にも地域や福祉施設の

方々と車いすの体験などの交流会を数回開催する

など障がいのある方々に対する理解を深める取り

組みなどを含めながら計画案を策定したところで

ございます。 
また、キッズコーナーの計画案の策定について

は子育て中の保護者のご意見を積極的に取り入れ

ながら計画案を策定いたしました。 
いただいたご意見の中では、安全・安心に関す

る声が多く寄せられ、コーナー全体を囲う柵や衛

生面に配慮した犬･猫の侵入を防止した砂場など

が計画案の中に盛り込まれております。 
なお、ボランティア等による公園利用のサポー

トについては、障がいのある方々にとっても利用

するうえで、満足度が高く理想的と考えられます

が、行政が全てを担うことは難しい状況から、こ

のような市民参加の場を通して、地域の皆様が運

営に関わっていただける仕組みづくりにつながる

ように努力して、障害のある方々や健常者も楽し

く交流できるまちづくりを進めたいと考えていま

す。 
〔重点施策 7〕市民まちづくり活動を広げる寄附文化の醸成 

70 

市民まちづくり活動を広げる寄付文化の醸成につ

いて、多種多様な活動の発展のために、市でいくつか

に市民活動を分類してはどうでしょうか。 
そうすることで、寄付金の寄付者が活動分類で選択

現在、さぽーとほっと基金につきましては、１）

特定の団体を指定した寄付、２）福祉、地域安全

など、１７の分野のいずれかを指定した寄付、３）

年間テーマを指定した寄付があり、多様な形での
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をすることができるようになると思います。また、企

業への社会的責任投資（環境、雇用、法令順守、健康、

安全、教育、福祉、人権など）のみを扱う金融市場を

札幌市に開設し、手数料の一部などを基金へ寄付する

ようにしてはどうか。 

寄付が可能となっております。 
また、企業への社会的責任投資のご意見につい

ては、企業の社会貢献活動促進にあたっての参考

とさせていただきます。 

 
 
 
計画全般 

項目 意見の概要 札幌市の考え方 

71 

基本計画に基づいて、まちづくり活動が更に盛り上

がると良いとおもいます。 

まちづくり活動というと、高齢の方の活動のイメー

ジしがちなので、10代 20 代などの若者層をひきつけ

るような活動等も増えていくと良いと思います。 

ご意見にありますよう、まちづくり活動が更に

盛り上がりますよう、計画を着実に推進してまい

ります。 
 

72 
この基本計画に基づき、まちづくりが益々盛んにな

ればいいと思います。 

73 

この基本計画が作られることによって、すでに元気

をなくしている地域が活性化することを強く望んで

います。そして元気で素敵な札幌を作ってください。 

74 
基本計画の趣旨に賛成します。全体～市民が市民を

支えるという理念に共感します。 

この基本計画を着実に実行していくことによ

り、札幌のまちづくりが活発になり、多くの人が

誇りに思えるような、市民と市民が支え合うま

ち・札幌の実現に努力してまいります。 

75 
「市民まちづくり活動促進基本計画」の活動は札幌市

民が生き生きと活動できる場所づくりをして欲しい。 

ご意見にありますよう、市民が生き生きと活動

できるよう、計画を着実に推進してまいります。 

76 

総論大賛成です。 

一人一人の『おらがさっぽろ意識』を盛り上げ、支

店経済都市を脱却するためにも、素晴らしい取り組み

だと思います。 

ただ、各論の財政支援の面ですが、市民などによる

小口の寄付金は非常に集まりづらく、目標に到達する

には、運動を「よさこい祭り」位に盛り上げる必要が

あると思います。企業もすぐに自社の利益につながる

ものは金を出しますが、つながらないものには、当然

のことながら、出しません。 

そして何年か先に、ある程度の確率で利益につなが

るとみられるケースで、稟議がとおらず涙を飲むこと

が多いようです。ここを皆でバックアップしてあげる

システムが必要かと思います。 

寄付がどのような活動に役立てられたのか、具

体的でわかりやすいＰＲに努めるとともに、ご寄

附いただいた企業名等を市として広報するほか、

企業の本業と関係のある活動と結びつけるなど、

企業側にもメリットが生じるような取り組みなど

を行うことによって、企業が寄附をしやすい環境

を整備してまいります。 

77 

一口に「まちづくり」と言っても、市民からすると

「何のために何をつくるのか」という意識（認識）が

ないように思います。そこで、活動団体からの提案を

出しやすい環境を整えるとともに、提案の可否を真摯

に検討し、その結果しっかり提案者や市民に返してい

く仕組みをつくることが必要います。 

78 

「まちづくり活動」について、基本計画を読んだだ

けでは、「まちづくり活動」がどのようなものなのか、

想像できません。あえて具体例を示していないのかも

しれませんが、「まちづくり活動」に触れたことのな

い人にとっては少し不親切な印象をうけます。基本計

画において、「まちづくり活動」の実践例を紹介する

ことは難しいのでしょうか？ 

ご意見を踏まえ、計画書の作成にあたりまして

は、市民の皆さんが「まちづくり」についてイメ

ージしやすい内容の記載を充実いたします。 
また、計画の推進にあたりましては、ホームペ

ージなどを活用し、まちづくりの身近な実例をわ

かりやすくまとめて、ＰＲしてまいります。 
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79 

「市民活動」の意味はまだよく理解されていないと

思います。サポートセンターの登録団体による主催講

座と、ちえりあの生涯学習系講座をみるとほとんど差

異がありません。「市民まちづくり活動」も定義はあ

りますが、事例を見ると、「市民活動」と区別できる

ものなのかどうか判然としません。CSR 含め、一般の

人達が理解できるように、ここらへんの整理をやって

おくことが、今後の登録にあたっても必要になってく

ると思います。 

80 

「計画」全体を通読したのですが、重点施策１にあ

るように多くの市民がまちづくりに参加するように

なるためには、市民が「まちづくり」という文字から

具体的な何らかの活動を思い浮かべられるようにな

ることが大切ではないかと思います。そのためには広

報誌やホームページ等においてより一層の情報発信

が必要と考えます。 

81 

今後、市民セクターが真の意味のセクターとして自

立していくためには、現在のように、団体同士がバラ

バラの状態ではダメで、お互いに連携したり、ゆるや

かなネットワークをつくっていくようなあり方が望

まれます。そのために、団体同士の連携を促していく

ような施策が必要です。それも連携を全面に出すので

はなくて、事業の中に連携的な要素を散りばめておい

て、いつの間にか連携が生まれるような工夫が求めら

れます。 

市が主催して交流会や意見交換会を開催するな

ど、市民と市民、活動団体と市民が一堂に出会い、

交流できるようなきっかけづくりを進め、連携の

効果により市民まちづくり活動を充実させていく

と共に、各事業の実施にあたりましては、ご指摘

のように自然と団体同士の連携が生まれるよう進

めてまいります。 

82 

まちづくり活動を広げていくためには、一般市民の

参加をもっと進めていくことが必要だと思います。そ

のためには、市民がまちづくりに無理なく参加出来る

ルールをいろいろな形で用意していくことが大切で

す。これを行政だけで全て行なうことは難しいので、

企業を含め、NPO などの民間との連携の中で環境づく

りを行なっていくことが必要だと思います。 

身近なところから市民まちづくり活動の重要性

を知ってもらうイベントを開催したり、気軽にま

ちづくり活動に参加できる機会を設定するなど、

参加のきっかけづくりをまちづくり活動団体、企

業、行政の協働により効果的に行ってまいります。 

83 

まちづくりは人づくりです。ぜひ、人材の育成に力

をいれてください。 

人材の育成につきましては、札幌市の各部局で

行われている講座の体系化により効果的な育成に

努めます。 

84 

「市民まちづくり・・・」も道の「福祉のまちづく

り・・・」も皆で住み良い環境づくりという基本的な

部分で同じと思います。そこで私見として、町内、サ

ークル、グループなどの介護予防の動向も同じで、細

分化せず、大きな枠組みでの活動が出来ないものかと

思っています。予算も含めて、その方が参加する人も

分かりやすいと考えられます。 

よく高齢者、介護予防の活動で趣味の活動が重要視

されます。それも必要ですが「生きがい」の面で、社

会に貢献している意識が（仕事をしている意識）必要

ではないでしょうか。 

市が主催して交流会や意見交換会を開催するな

ど、市民と市民、活動団体と市民が一堂に出会い、

交流できるようなきっかけづくりを進め、連携の

効果により市民まちづくり活動を充実させていく

ような仕組みづくりを進めます。 

85 

インターネットで広報するという点について。 

全体的に、受身の意識を持つ市民が多いと思うの

で、「あなたにも出来ることがあります」「こうゆう所

を助けてもらえないか」という呼びかけをインターネ

ット以外にも、もっと色々な方が見るもの（ＴＶ・新

聞・回覧板など）も使って、働きかけるようにしては

いかがでしょうか。 

この事業が発展していき、更に札幌が暮らしやすい

地となるように期待しています。 

まちづくりのきっかけづくりには、情報提供が

とても重要だと考えており、ご指摘のような視点

での広報は効果的だと考えております。ご意見を

参考に多様な手段で広報していきます。 

86 

市民活動には、行政と民間のサービスのすき間を埋

める役割が大きく期待されています。 

こうした活動の特性を踏まえ、活動団体からの提案

 事業における市民参加を促進していくために、

市役所内部の連絡会議である「市民まちづくり活

動促進調整委員会」等を活用しながら、市民提案
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を出しやすい環境を整えるとともに、提案の可否を真

摯に検討し、その結果しっかり提案者や市民に返して

いく仕組みをつくることが必要と考えています。こう

した点をぜひ計画に盛り込むように希望します。 

事業のノウハウを共有していきたいと考えていま

す。 
 また、事業等の企画立案・計画、実施、評価・

改善のすべての段階において、市民参加を推進す

ることが大切でありますし、ご指摘の点も踏まえ

まして、重点施策５に次のとおり「社会的課題解

決推進事業」を追加することといたします。 

【追加】 

 市民まちづくり活動団体の提案を受けて、少子高齢

化、環境や青少年に関すること等さまざまな社会的

課題に取り組みながら、新たな雇用を生み出します。 

87 

札幌市は 10 の行政区で構成されていますが、施策

の中では、「各区市民部」とあります。各区の違いと

申しますか、良さ・特徴を出すためには、各区におけ

る重点施策を出すなどの工夫があればよいと思いま

す。 

各区においては、主に身近な地域のまちづくり

の支援を行っており、同じ区の中にあっても各地

域の状況や課題は一様ではないことから、各区に

おける重点施策については、毎年度策定する区実

施プランの中で決めていくこととしており、各区

HP などでお知らせしております。 

88 

必ずこの施策を実施した後は、検証し結果を報告、

そして意見を再度集約する必要があると思います。た

だ、間違いなく必要な施策だと思いますし、市民や企

業、行政が協力していかなければ高齢化や環境問題な

ど解決することは難しいかと思います。コンパクトシ

ティ実現のためにも適材適所で人材を活用する必要

があるようにも思われます。これからが大変かと思い

ますが頑張ってください！ 

計画に基づく施策の実施検証は、附属機関の「市

民まちづくり活動促進テーブル」と市が協働して

取り組んでまいります。その結果は市のホームペ

ージ等で公表します。また、ご意見を踏まえて、

市民、企業、市がこの計画の趣旨を共有してまち

づくりをともに進めていくように努めてまいりま

す。 

89 

市の施策や事業が縦割りで非効率な展開にならな

いよう、適切な連携をお願いしたいと思います。 

市民まちづくり活動の促進には、各部局の横断

的な連携体制が不可欠なので、庁内の連携組織で

ある『市民まちづくり活動促進調整委員会』等を

活用しながら、関係部局間の連携に基づく推進を

図ってまいります。 
 

90 

情報の宝庫・拠点である「図書館」が掲載されたこ

とは、まちづくりの活動の上でもいいことだと思いま

す。現在、図書館は、インターネット予約を実施し、

どこでも借りれ、返せるシステムをとっているので、

図書館の利便性を盛り込んだほうが、よりよいのでは

ないかと思います。 

重点施策の中で『推薦まちづくり図書紹介』と

して図書館を計画に盛り込んだことについて評価

していただきありがとうございます。 
ご意見を踏まえて記載部分を次のとおり修正い

たします。 
【修正内容】 
 推薦まちづくり関連本をリスト化し、市のホームペ

ージ等で紹介することによりインターネットによる検索

がしやすくするほか、イベントを活用した本のＰＲコー

ナーを設けます。 

91 

新しい活動には必ず事業の PR が一番必要でありま

す。私の体験から申しますと学習会、セミナー、講習

会等の長期間に行う事業の PR でありますが、これら

については PR 誌を本庁に持参すれば各区役所をはじ

め関係機関に自動的に配布される方式を考えていた

だければ諸経費も少なく多くの市民の皆さんにも伝

達が出来るものと考えます。 

まちづくり活動の活性化や多くの市民がまちづ

くりに参加するきっかけとして、情報提供は重要

と認識しています。 
ご意見にあります市民まちづくり活動団体のチ

ラシ等を市役所を通じて配布することにつきまし

ては、人的な対応等から実施することは困難であ

りますが、今年２月に運用を開始したまちづくり

の総合サイト（ホームページ）に団体自ら情報を

入力できる仕組みを導入したほか、民間施設を含

めた余裕スペースに団体ＰＲコーナーを設置する

など、多様なＰＲ支援を実施してまいります。 

92 

助成金制度については大変良いことと思いますが、

必ず求められるのは実績がありますが、（1 年以上）

実績が残せれば本来は助成は必要ないのです。設立し

てはじめの一年間の運営が大変なのです。したがって

この査定は、全体の活動に対する意欲と人間性、つま

り人物評価による判断で実施していただければ助か

ります。特に奉仕活動的事業についてはその必要性が

団体指定寄附に関する助成については、書類審

査、分野及びテーマ指定寄附に関する助成につい

ては書類審査と公開プレゼンテーション審査を行

い、活動内容に応じて助成の可否を決定していま

す。 
なお、21 年度から新たな小口助成制度を創設す

ることを検討しているところでございます。 
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高いと考えます。すべての活動運営の基本は最小限の

資金と事業内容の発信及び信用性から成功への道が

開かれると信じます。今後ともご理解の上推進されま

すよう期待しております。 

93 

よく行政は計画をつくってそれで満足というのが

ありますが、この基本計画ではつくった後こそが大事

なので、施策の実施結果の検証などきちんと行なって

いくべきだと思います。また検証結果を市民に公開し

ていくことが大事です。 

計画に基づく事業の実施結果に関する検証につ

いては、附属機関である「市民まちづくり活動促

進テーブル」を中心に行っていくとともに、その

協議結果は市のホームページ等を通じて公表いた

します。 

94 

基本計画が策定された後、重点施策のテーマに従っ

て各部局が上位テーマを意識した事業企画ができる

のかどうかがポイントだと思います。またそれができ

なければ意味がないともいえますが、そこのあたりの

コントロールをどうするのかが基本計画からも読み

取れればいいと思います。 

各部局が計画に書かれた目標を意識しながら事

業を進めるために、庁内の連絡会議である「市民

まちづくり活動促進調整委員会」等を活用しなが

ら目的の共有を図ってまいります。 

95 

まちづくりという漠然としているテーマを細分化

して具体的に記載しており、非常にわかり易い内容と

なっていた。 

特にＰ２０以降の「７.計画を推進するための重点

施策」の部分では施策ごとに、それぞれ成果指標を示

すことで、イメージがしやすく、また項目ごとに内容

が記されているのが良かった。 

ただし、読み進めていくと、細かな内容となっている

ため、全体像が見えなくなってしまい基本計画の構成

がどのようなものであったかわからなくなってしま

う気がした。 

P１３で全体像を具体的な解説のあとに再掲するな

どして、確認出来るようにするとイメージの定着を図

ることが出来るのではないかと思う。 

96 

まちづくりの課題アレコレ、まちづくりの課題・・・

解決は、イラストをつかってわかりやすく説明されて

いました。 

アンケートをとって、数字で説明していると納得で

きました。 

97 

とてもわかりやすく見やすい素案だと思います（全

体に）。市民が参加し、自分達自身が活動するために

初心者からのアドバイスまできちんと書かれている

と思います。 

98 

素案の課題の部分がイラストにより分かりやすく

書かれており、計画の必要性が理解されるので、よろ

しいのではないかと思います。計画策定後も、分かり

やすい情報の発信に心がけていただきたいと思いま

す。 

99 
重点施策の項目ごとに誰が担当するのか明記され

ていて、とてもわかりやすく思います。 

素案の内容がわかりやすいとのご意見ありがと

うございます。計画完成時に作成するダイジェス

ト版は、より多くの市民に読んでいただけるよう、

そしてより一層わかりやすいような工夫を行って

まいります。 

 
 
その他 

項目 意見の概要 札幌市の考え方 

100 

多くの市民のまちづくり参加促進についてですが、

とても良い内容と思います。私達も積極的に参加して

いきたいと思っていますが、札幌市民の移動方法はど

うお考えなのかわかりません。マイカーでも参加を呼

びかけているのか、公共交通機関で参加を呼びかけて

環境配慮の観点からは公共交通機関の利用が望

ましいものと考えますが、移動方法や交通手段は

参加する市民それぞれの事情や活動内容に拠るも

のと考えています。 

 ご指摘の点についてはとても大切な視点であり
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行くのかということです。 

リーダーシップを取っていただきたいと思ってい

ます。現状を見ますと「人材育成」「活動・交流の場

のづくり」「支援体制」にしても札幌市としてのアピ

ールが必要と思います。 

公共交通機関と公共施設との利便性を高める方向

がこの計画推進に必要と考えています。その応援を考

えています。 

ますので、札幌市が行う講座やイベント等におい

ては、公共交通機関での参加について呼びかけて

まいります。 

また、計画に基づき実施する施策・事業につい

て札幌市として積極的にＰＲを進め、市民の皆さ

んが自分の出来ることから無理なく行っていただ

くことができるようにしてまいります。 

101 

「総合的な情報支援、IT による交流の仕組みづく

り」について、IT による情報発信は知名度があって

こそ成立するものと思います。 

パブリックコメントを求める場合には十分な周知

が必要だと思います。 

さぽーとほっと基金登録団体のほか、札幌市内には

数多くの市民活動団体がありますが、この基本計画が

周知されているのはごくわずかではないかと思いま

す。ボラナビだけではなく、広報さっぽろでも特集を

組むなどより積極的な情報発信を期待します。 

ご意見にありますとおり、情報提供手法には、

それぞれ特徴や限界がございますので、今後パブ

リックコメントを実施する際には、複数の手法を

活用するなど、更なる周知に努めます。 

102 

児童会館等、保育士の仕事などの資格を持っていら

れる方など、活動（ボランティア）していただければ、

経費面でもプラスになるのではないでしょうか。 

以上のようにシニア及び、高齢者で健康である方を大

いに公募し活動していただいては如何でしょうか。

（欲を云うならば、交通費ぐらい支給して上げればい

い） 

児童会館の指定管理者である財団法人札幌市青

少年女性活動協会において、児童会館ボランティ

ア制度「YOU 遊」を設けており、さまざまな分野

で児童会館への支援をいただいているところで

す。ボランティア登録の要件としては、保育士等

の資格の有無に関わらず、18歳以上で児童会館の

事業に関心を持っている方となっています。 

今後も、同制度を広く PRし、ボランティアのす

そ野を拡大していきたいと考えております。 

103 

市長、議員、職員、市民が共有して考えなければ最

も良いまちづくり活動促進は公平に推進することは

できないものと思われます。 

市役所内部の連絡会議である「市民まちづくり

活動促進調整委員会」等を活用しながら庁内の情

報共有を図るとともに、ホームページやパンフレ

ット等を積極的に活用した分かりやすい情報提供

に努め、この基本計画の内容をご指摘にあるみん

なで共有できるよう、ＰＲに努めます。 

104 

札幌市民全員がゴミ分別に協力できるようにした

い。環境を良くするために分別することの大切さをわ

かってもらう為、忍耐強く啓発を続けなければ分別を

しっかり定着させるのは難しいと思われます。 

説明会は定期的に７月以降も続けて欲しいと思い

ます。家庭内においては幼い子等にもわかりやすく教

えるべきです。 

現在行っている、新しいごみ出しルール説明会

は 6月で終了いたしますが、ごみの分け方・出し

方などにつきましては、7 月以降も出前講座・出

前教室などにより周知を図ってまいります。 

また、さっぽろスリムネットでは、ごみに関す

るパネル展や講座の開催に加え、子どもたちに対

しては、「買い物ゲーム出張講座」などによる、環

境教育を行っており、札幌市では、今後もさっぽ

ろネットを支援してまいります。 

 

（参考）買い物ゲーム出張講座 

小学生を対象とした「ごみの出ない買い物の仕

方」について、サンプル品を使用したゲーム形式

で学んでもらう講座のことです。 

105 

私としては、地域においては色々な事で参加協力を

し、信頼を持ちながら頑張っているつもりです。まち

づくりは自分達の身近なところから、明るく楽しくし

ていくことが基本ではないかなと思っております。 

多くの市民が自分のできることから気軽にまち

づくり活動に参加できるよう、様々な参加のきっ

かけづくりを行ってまいります。 

106 

現状としても札幌市市民まちづくり活動促進基本

計画の本書に記載がある「資料編」の活動があります

が、正直私は大部分が認識ありませんでした。町の中

にアイスキャンドルが飾られていましたが、あれもま

ちづくり活動の一つであることを認識していません

でした。また、区によって行っていることが全く異な

っていて「区の特性を出す」という意味では区独自の

活動は評価されると思いますが、アイスキャンドルの

ご意見のとおり、市民の皆さんからの評価が高

い事業などについては、全市的に広がっていくよ

うにするため、ホームページなどでの情報提供を

強化してまいります。 

また、この計画につきましては、附属機関の市

民まちづくり活動促進テーブルを活用しながら、

多様な手法で市民のご意見を伺いながら、その反

映に努めてまいります。 
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ような活動は市外から訪れた方に対しても良い印象

を持たれると思いますし、市民の方からの評価も高い

ようなイメージがあります。よって、既に行われてい

るのかもしれませんが、市民から評価の高いものにつ

いては全区的に実施するなど良い活動は広めていけ

ば良いのではないかと思います。また、まちづくりの

評価を市民に行ってもらえれば、そこでどのような活

動を行っているかも再認識されると思いますし、良い

のではないかと思います。 

107 

今後企業として環境に対する行動・社会貢献という

ものは企業の付加価値として、当然企業評価に付随し

てくるものだと思われます。ただ、札幌市は大企業の

支店が多く、支店における決定権が一概に大きいとは

思えません。さぽーとほっと基金に寄付されている企

業の多くは道内の企業であり、道内の企業との関係を

強めていくことも必要かと思いますが、札幌市におけ

る支店数も多く札幌の経済の根幹を担っていると感

じます。なので、今後街づくりを行ううえでどのよう

に支店を取り入れていくかも必要になってくるので

はないかと感じました。そこでさぽーとほっと基金が

どのような活動、どのような利益があるのか、または

他の環境活動（札幌は温泉なり緑なり様々な資源はあ

ると思います）を新規に行い企業誘致に向けアピール

する必要があるかと思います。 

さぽーとほっと基金には特定の分野を指定して

寄附ができる制度（分野指定寄附）があります。 

例えば「環境の保全」を指定して寄附を行うと、

そのような活動を行う団体へ事業助成され、企業

が環境保全の支援をしていることになります。  

今後とも、企業に対し、この基金の意義や基金

からの助成事業を積極的にＰＲし、基金を通じた

社会貢献活動を促進していきたいと考えておりま

す。 

また、企業の社会貢献活動の実践を、「企業市民

活動研究会（さっぽろまちづくり研究会）」を活用

しながら、支援していきます。 

108 

広報活動が「広報さっぽろ」を利用することで認知

度は高いような気がします。町内会と協力して回覧板

によるまちづくりの参加を促していくことでシニア

世代以後の認知度、参加率は高まっていくかとは思い

ます。高齢化社会のため 65 歳を過ぎた方が今後多く

なり、そうした方がまちづくりに参加していただける

ようになれば人間関係の希薄化の問題や様々な問題

の解決に繋がっていくかと思います。ただ、問題なの

が今までの参加率の低い若い世代や企業かと思いま

す。あまり若い世代は広報さっぽろを読んでいないこ

ともその要因にあるように感じ、広報さっぽろに（hot 

pepper ではないですが）企業からの協力を得てクー

ポン券などを載せ、まずは広報さっぽろを読む人口を

増やしていくことが必要に感じます。 

「広報さっぽろ」は市内の全世帯に配布してい

る冊子であり、20 年度市民アンケートにおいて

も、広報誌を読んでいる人の割合が 81.3％と、市

民の約 8割の方が読んでいるものです。そのため、

まちづくりの参加を促すことに広報誌を活用する

ことは非常に有効な手段になりますが、ご指摘の

通り、二十代に限ると読んでいる人の割合が

64.0％と、他の年代に比べて低くなっています。 

広報課としても、このことを認識しており、平

成 16年から、市有施設の入場料割引・無料クーポ

ンの掲載や、イベントのチケットプレゼントなど

の取り組みを進めるなど、若い世代にも読んでも

らう工夫を行っています。また、20年度から、マ

ンガで市の事業を紹介するコーナーの連載を開始

したほか、イラストや表などを誌面全体に使用す

ることで、分かりやすく、読みやすい広報誌とな

るような、取り組みも進めています。 

市民からも「クーポンを毎月楽しみにしている」

「誌面が分かりやすくなった」などのご意見をい

ただいており、一定の評価を得ているものと考え

ています。 

引き続き、高齢の世代はもちろんのこと、若い

世代からも読まれる広報誌を目指し、広報さっぽ

ろを読んでいる方を増やしていく取り組みを継続

して進めていきたいと思います。 
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７ 計画案に反映した意見（再掲） 
項目 市 民 意 見 の 概 要 反映趣旨 修正・追加 

2 

「④まちづくり活動の捉え方に

ギャップ」に、まちづくり活動の印

象を「わからない」と答えた意見が

５割というのは、そもそも「まちづ

くり活動」とは何なのか？というこ

との共通点理解が市民にないとい

うことではないでしょうか。促進条

例２条でなされている市民まちづ

くり活動」の定義自体、幅広い活動

をまちづくり活動の範囲に入れた

いがために非常に曖昧なものとな

っており、一般的に用いられること

の多い、例えば「ボランティア活動」

との差異が分かりにくく、「市民ま

ちづくり活動」という名称が活動へ

の心理的ハードルを高めるという

結果になっていると推測されます。

他のより適切な名称や親しみやす

い名称を検討する、市民まちづくり

活動の範囲を狭める（明示する）、

何がまちづくり活動なのかわかり

やすく継続的に市民に提示してい

く等が必要ではないでしょうか。 

「市民まちづくり活動」は、ご指

摘の点を踏まえ、どなたにでも気

軽に取り組めるものであるとい

うことを多くの市民の方々に理

解いただけるようにするため、市

の広報やホームページなどで情

報発信することはもとより、各種

イベントなどを通じて、さらに、

広報に努めてまいります。 

 

Ｐ1：第１章 計画の目的 参考

に説明のイラスト・事例を追加 

 

 

イラスト・事例は省略 

（作成中） 

 

 

 

 

12 

市民ニーズに合わせた多様な活

動の場づくりについて、「初歩から

専門的な段階(レベル)別」という言

葉はそぐわないのでしょうか。初歩

とは、ボランティアをしたことがな

い人の意味でしょうか、それとも、

看護士や税理士などの資格技術を

持たない人の意味でしょうか。特に

専門知識を持たなくても長く続け

ている人もいれば、市民活動につい

て机上の知識はあっても、経験がな

かったり、参加意欲がない人もいま

す。自身は低いレベルなのか、高い

レベルなのか、と考えてしまうよう

な言葉は、市民活動の中にはないほ

うが嬉しいです。 

この計画の中では、とくに知

識や技術がなくても気軽に参加

できるものを「初歩」、専門的な

知識・技術等が必要なものを「専

門的」と表現しているものであ

りますが、ご意見を踏まえまし

て、次のように変更させていた

だきます。 

Ｐ20：第６章施策の方針１(2)

を修正 

（前段省略） 

また、参加する方や活動分野

もさまざまです。例えば、はじ

めて参加する方、既に参加して

いてその活動を深めたい方が混

在し、活動したい分野も福祉、

環境、子育て支援など幅広いも

のがあります。このため、参加

する方々のニーズに応じて、多

彩なまちづくり活動の場づくり

を進めます。 

16 

 

 

 

 

 

「公共・民間施設の有効活用」こ

の項目を独立させる必要があるの

か疑問です。「総合的な情報支援」

に含めていいのではないでしょう

か。 

この項目は、市民まちづくり活

動を促進していくためには、その

活動の場の充実を図ることが必

要であるという観点から、独立し

た項目として整理しているもの

です。 

このことから、ご質問の趣旨も

踏まえまして、次のとおり項目名

を変更するとともに、記載内容の

充実を図ります。 

 

Ｐ22、23：第６章施策の方針

２(1)（2）を修正 

(2) 活動の場に関する支援の充

実 

身近な地域のコミュニティ施

設である区民センターや地区セ

ンター等が、市民まちづくり活動

団体の活動の場として、より使い

やすくなるよう、利用制限の緩和

などの取り組みを行います。 

また、市民活動サポートセン

ターについて自由な交流スペー

スの更なる有効活用を図るほ

か、市民まちづくり活動団体が、

公共施設だけではなく、民間施

設も効果的に活用できるよう、

施設や会場に関する情報を一元

的に発信していきます。 
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27 「庁内における横断的推進体制

の整備」について、職員に対して出

前講座などを行なうか、職員を出前

講座などに積極的に従事させて意

識醸成を図ろうとしているのか理

解に苦慮する。 

ここでは出前講座等を通じて

職員の意識の醸成を図るという

意味で記載しておりますが、い

ただいたご意見を踏まえて、よ

り具体的な表現に改めさせてい

ただきます。 

Ｐ26：第６章施策の方針５(1)

①を修正 

（前段省略） 

職員と活動団体との意見交換

や、協働事業の実施、出前講座・

出前トークの場を活用した、市

民との意見交換を通して、地域

の状況や市民の意向を的確に把

握することにより、各事業の内

容を深め市政に反映させるとと

もに、職員のまちづくり意識の

醸成を図ります。 

41 

 

 

 

 

 

 

 

 

42 

地域の支え合い創出について、

「地域の支え合い体制の構築へ向

けた取り組みを行います。」とある

が、全く具体的なイメージがわから

ない。もっと具体的な趣旨反映をし

てほしい。 

 

 

 

 

地域の支え合い創出について、誰

が、どのようにして」担い手を発

掘・育成するのでしょうか？ 

「支える人」と「支えられる人」を

区別するのではなく、互いに自然な

形で安否確認・見守り等をしていけ

るようなゆるやかで暖かな取り組

みが理想的だと思います。 

内容の説明が不十分でありま

したことをお詫びいたします。 

ご指摘にありますような地域の

方々が自然な形でお互いに暖か

な眼差しで関心を持ち合う地域

社会を作っていくことが大切で

あり、計画案の内容はその視点に

欠ける表現になっておりました

ので、ご指摘の趣旨も踏まえまし

て内容を記載修正させていただ

きます。 

Ｐ31：第７章重点施策、事業「地

域の支えあい創出」に追加 

介護保険等の現行制度で対応

できない日常生活上の困りごと

など、個々人の需要にきめ細やか

に対応していくために、地域でボ

ランティアをしたいと考えてい

る人と手助けを求めている人を

しっかりとつなぐ仕組みづくり

など、地域の方々が暖かな眼差し

でお互いに関心を持ち合い、自然

に助け合う地域の支えあい体制

の強化を支援します。 

そのために、まずは一部のモデ

ル地区において、地域の方が主体

となってボランティアをしたい

人と手助けを求める人の両者の

ニーズを掘り起こすとともに、つ

なぐ役割を果たす「世話人」を配

置していただき、福祉のまち推進

センターなど既存の組織とも連

携しながら、連絡調整、結び付け

などの実験的な取り組みを行う

なかで、本格的に実施するにあた

っての仕組みづくりや課題整理

等を行います。 

90 

 

情報の宝庫・拠点である「図書館」

が掲載されたことは、まちづくりの

活動の上でもいいことだと思いま

す。現在、図書館は、インターネッ

ト予約を実施し、どこでも借りれ、

返せるシステムをとっているので、

図書館の利便性を盛り込んだほう

が、よりよいのではないかと思いま

す。 

重点施策の中で『推薦まちづく

り図書紹介』として図書館を計画

に盛り込んだことについて評価

していただきありがとうござい

ます。ご意見を踏まえて記載部分

を次のとおり修正いたします。 
 

Ｐ32：第７章重点施策、事業

「推薦まちづくり図書紹介」を

修正 

推薦まちづくり関連本をリス

ト化し、市のホームページ等で

紹介することによりインターネ

ットによる検索がしやすくする

ほか、イベントを活用した本の

ＰＲコーナーを設けます。 

50 

 

 

 

 

「まちづくりコーディネーター

養成」についてですが、具体的内容

をより明確に記載することで市民

の意欲を喚起するのではないかと

思います。 

 

 

 

内容の説明が不十分でありま

したので、ご指摘を踏まえまし

て、より詳しい内容に修正させて

いただきます。 

 

Ｐ33：第７章重点施策、事業「ま

ちづくりコーディネート力養

成」を修正 

「まちづくり人材育成」 

市民まちづくり活動団体にお

いて活躍されている方のうち、

更なる活動の向上を図るために

さまざまな団体とともに活動す
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51 

 

 

 

 

 

 

 

52 

 

 

 

 

 

 

 

53 

 

 

 

 

 

 

まちづくりコーディネーター養

成について、コーディネーターがど

ういった人なのか、イメージがわき

ません。コーディネーター1個人が、

ここに書かれているようなことが

出来るのでしょうか。その人個人

が、様々な団体や企業、市民のネッ

トワークを持ち、そうした人たちへ

の発言力や発言手法を持つことが

求められます。 

 

 

まちづくりのコーディネーター

に関心を持っています。このような

スキルを身につけて、少しでもまち

づくりの役に立ちたいと思ってい

ますが、ただ、養成された後、実際

に活動できる機会はあるものなの

でしょうか。また、現に市で養成し

たコーディネーターの方が、まちづ

くりに携わっている事例は相当あ

るのでしょうか。 

 

 

まちづくりコーディネーター養成

に関して、まちづくりには、それを

する人間関係作りが欠かせないと

思います。町内会、市民団体など、

いったん組織を作ると、ともすると

少しの意見や性格の違いを埋めら

れず、一致しての取り組みができな

いことがありますので、まちづくり

コーディネーター養成などの機会

など、基盤となる人間関係作りの場

を多く作ることがよいと思います。 

ることも希望する方を対象とし

て、個人や団体を結びつける力

などの向上を目的とした講座を

開講します。 

 

86 市民活動には、行政と民間のサー

ビスのすき間を埋める役割が大き

く期待されています。 

こうした活動の特性を踏まえ、活

動団体からの提案を出しやすい環

境を整えるとともに、提案の可否を

真摯に検討し、その結果しっかり提

案者や市民に返していく仕組みを

つくることが必要と考えています。

こうした点をぜひ計画に盛り込む

ように希望します。 

事業における市民参加を促進

していくために、市役所内部の連

絡会議である「市民まちづくり活

動促進調整委員会」等を活用しな

がら、市民提案事業のノウハウを

共有していきたいと考えていま

す。 

また、事業等の企画立案・計画、

実施、評価・改善のすべての段階

において、市民参加を推進するこ

とが大切でありますし、ご指摘の

点も踏まえまして、重点施策５に

次のとおり「社会的課題解決推進

事業」を追加することといたしま

す。 

Ｐ39：第７章重点施策、事業「社

会的課題解決推進事業」を追加 

 市民まちづくり活動団体の提案を

受けて、少子高齢化、環境や青少

年に関すること等さまざまな社会的

課題に取り組みながら、新たな雇

用を生み出します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

＜お問い合わせ先＞ 
札幌市市民まちづくり局 
市民自治推進室市民活動促進担当課 
札幌市中央区北 1 条西 2 丁目市役所本庁 13 階 
電話 011-211-2964 FAX 011-218-5156   
電子メール:shimin-support@city.sapporo.jp 
市政等資料番号 01-A01-09-287 



 

 

 


